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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ス
マ
ブ
ラ
メ
ン
バ
ー
の
新
し
い
家
？

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
１
９
１
Ｙ

【
作
者
名
】

　
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ

【
あ
ら
す
じ
】

　
ス
マ
ブ
ラ
メ
ン
バ
ー
が
大
乱
闘
を
し
た
り
普
通
に
遊
ん
で
過
ご
し
ま
す
！

現
在
『
明
る
く
楽
し
い
無
人
島
生
活
！
！
！
！
！
』
編
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始
ま
り
（
前
書
き
）

初
投
稿
で
す
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始
ま
り

マ
ス
ハ
ン
「
さ
て
こ
れ
も
で
き
た
し
メ
ン
バ
ー
呼
ぶ
か
」

ル
イ
ー
ジ
「
兄
さ
ん
手
紙
だ
よ
」

マ
リ
オ
「
ふ
ー
ん
」

ル
イ
ー
ジ
「
手
紙
見
ろ
よ
」

マ
リ
オ
「
分
か
っ
た
分
か
っ
た
」

手
紙
の
中
に
は

「
ど
ー
も
マ
ス
ハ
ン
で
す
こ
れ
よ
り
大
乱
闘
な
ど
を
や
る
の
で
来
て
く
だ
さ
い
。

ス
マ
村
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
待
っ
て
ま
す
」

ル
イ
ー
ジ
「
だ
っ
て
」

マ
リ
オ
「
で
も
め
ん
ど
く
さ
い
か
ら
行
か
な
い
」

て
ゅ
る
る
る
る
る
電
話
だ

ル
イ
ー
ジ
「
ち
ょ
っ
と
ま
っ
て
」

電
話
の
相
手
は

ピ
ー
チ
姫
だ

ピ
ー
チ
「
マ
リ
オ
、
緑
行
く
よ
」

ル
イ
ー
ジ
「
ど
こ
へ
」

ピ
ー
チ
「
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
」

マ
リ
オ
「
早
く
い
く
ぞ
緑
」

ル
イ
ー
ジ
「
緑
っ
て
、
、
、
、
、
ま
あ
い
っ
か
」

３
人
は
ワ
ー
プ
土
管
に
入
っ
た
ス
マ
村
行
き
の
土
管
に
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始
ま
り
（
後
書
き
）

作
文
力
な
い
の
で
誤
字
指
摘
お
願
い
し
ま
す
感
想
も
待
っ
て
ま
ー
す
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メ
ン
バ
ー
と
再
開
（
前
書
き
）

ち
ょ
っ
と
長
い
か
も
。
お
気
に
入
り
登
録
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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メ
ン
バ
ー
と
再
開

デ
レ
ン
デ
レ
ン
デ
レ
ン
「
ヤ
ッ
フ
ー
」

三
人
「
つ
い
た
ぞ
ー
」

す
ま
村

ス
マ
ブ
ラ
の
ス
テ
ー
ジ
に
も
な
っ
て
い
る
村
マ
ス
ハ
ン
が
ス
マ
ブ
ラ
マ
ン
シ
ョ

ン
や
タ
ヌ
キ
デ
パ
ー
ト
を
改
築
し
た
た
め
人
気
が
ま
た
増
え
た

マ
リ
オ
「
カ
ー
ビ
ィ
久
し
ぶ
り
」

カ
ー
ビ
ィ
「
久
し
ぶ
り
ー
！
」

ル
イ
ー
ジ
「
ネ
ス
久
し
ぶ
り
ー
」

ネ
ス
「
久
し
ぶ
り
ー
」

な
ど
久
々
に
会
い
喜
ぶ
メ
ン
バ
ー
た
ち

マ
ス
ハ
ン
「
ス
マ
ブ
ラ
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
久
し
ぶ
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
こ
の

マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
も
ら
い
ま
す
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

マ
ス
ハ
ン
を
の
ぞ
く
全
員
「
何
だ
っ
て
ー
ー
」

ま
あ
ま
あ
落
ち
つ
け

ゼ
ル
ダ
「
あ
の
ー
」

マ
ス
ハ
ン
「
ど
う
し
た
ゼ
ル
ダ
」

ゼ
ル
ダ
「
今
頃
ハ
イ
ラ
ル
が
大
騒
ぎ
し
て
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
」

ゼ
ル
ダ
、
マ
ス
ハ
ン
を
除
く
全
員

「
あ
、
」

ピ
ー
チ
「
私
も
キ
ノ
ピ
オ
た
ち
が
さ
わ
い
で
い
る
よ
う
な
．
．
．
．
．
」

マ
ス
ハ
ン
「
心
配
な
い
ぞ
」

全
員
「
え
っ
」

マ
ス
ハ
ン
「
今
、
作
者
の
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
が
ハ
イ
ラ
ル
は
も
ち
ろ
ん
キ
ノ
コ
王

国
な
ど
に
も
伝
え
に
行
っ
て
い
る
」

一
方
そ
の
頃

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
次
は
ポ
ッ
プ
ス
タ
ー
か
．
．
．
．
大
変
た
」
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ゼ
ル
タ
「
じ
ゃ
あ
安
心
で
き
ま
す
ね
」

マ
ス
ハ
ン
「
じ
ゃ
あ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
地
図
渡
す
か
ら
自
分
の
部
屋
へ
行
っ
て
休

ん
で
い
て
く
れ
！
」

ヨ
ッ
シ
ー
「
ご
飯
は
」

マ
ス
ハ
ン
「
一
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
シ
ェ
フ
が
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
。

他
に
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
私
に
言
っ
て
く
れ
」

全
員
「
ハ
ー
イ
」

マ
ス
ハ
ン
「
７
時
レ
ス
ト
ラ
ン
集
合
そ
れ
ま
で
は
自
由
だ
。
大
乱
闘
な
ど
は
明

日
伝
え
る
」

「
は
ー
い
」

マ
ス
ハ
ン
「
解
散
」
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メ
ン
バ
ー
と
再
開
（
後
書
き
）

感
想
、
誤
字
指
摘
お
願
い
し
ま
す
。
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自
由
時
間
は
な
に
を
す
る
？
（
前
書
き
）

し
ら
さ
ん
感
想
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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自
由
時
間
は
な
に
を
す
る
？

Ｐ
Ｍ
３
：
０
０

マ
ス
ハ
ン
「
解
散
し
た
の
は
い
い
け
ど
．
．
．
．
．

暇
だ
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
た
だ
い
ま
～
」

マ
ス
ハ
ン
「
よ
っ
、
お
帰
り
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
何
か
予
定
は
？
」

マ
ス
ハ
ン
「
７
時
ま
で
何
も
な
い
！
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
じ
ぁ
寝
る
．
．
．
．
．
．
．
Ｚ
Ｚ
Ｚ
」

マ
ス
ハ
ン
「
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
」

Ｐ
Ｍ
３
：
３
０

ル
イ
ー
ジ
「
あ
っ
ピ
ッ
ト
、
カ
ー
ビ
ィ
」

二
人
「
ル
イ
ー
ジ
！
」

ル
イ
ー
ジ
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
中
を
い
一
緒
に
見
て
回
ろ
う
よ
！
。

二
人
「
Ｏ
Ｋ
♪
」

三
人
「
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
♪
」

Ｐ
Ｍ
４
：
０
０

マ
ン
シ
ョ
ン
前

？
？
？
「
や
っ
と
着
い
た
マ
ス
ハ
ン
の
部
屋
は
．
．
．
．
．
」

そ
う
言
い
な
が
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
の
っ
た

Ｐ
Ｍ
４
：
３
０
タ
ヌ
キ
デ
パ
ー
ト
四
階
カ
ジ
ノ

ワ
リ
オ
「
全
然
当
た
ら
ね
ー
ー
ー
」

ア
イ
ク
「
ど
う
な
っ
た
ら
当
た
る
っ
て
い
う
ん
だ
？
」

ワ
リ
オ
「
当
た
ら
ね
ー
♪
」

ロ
ボ
ッ
ト
「
コ
ノ
数
字
ガ
３
ツ
ソ
ロ
ッ
タ
ラ
当
タ
リ
ナ
ン
デ
ス
ヨ
！
」

ア
イ
ク
「
で
も
さ
っ
き
か
ら
７
と
７
と
７
し
か
で
な
い
ぞ
」

ワ
リ
オ
「
え
っ
」

４
：
４
５
マ
ン
シ
ョ
ン



11

ル
イ
ー
ジ
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
一
階
い
っ
て
デ
パ
ー
ト
に
行
こ
う
」

二
人
「
Ｏ
Ｋ
」

チ
ン

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
き
た
よ
う
だ

三
人
「
あ
い
た
」

三
人
は
何
か
に
あ
た
っ
た

？
？
？
「
貴
様
オ
レ
に
あ
た
っ
た
な
ー
ー
ー
」

三
人
「
あ
っ
お
前
は
！
」
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自
由
時
間
は
な
に
を
す
る
？
（
後
書
き
）

？
？
？
は
誰
で
し
ょ
う
か

感
想
、
誤
字
指
摘
お
願
い
し
ま
す
！

マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
み
た
い
か
た
い
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
活
動
報
告
へ
！
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自
由
時
間
は
な
に
を
す
る
？
　
後
編
（
前
書
き
）

入
居
者
後
２
名
で
す
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自
由
時
間
は
な
に
を
す
る
？
　
後
編

Ｐ
Ｍ
４
：
４
５

？
？
？
「
い
て
ー
な
ー
」

ル
イ
ー
ジ
「
お
っ
お
前
は
．
．
．
．
．
．
．
．
」

カ
ー
ビ
ィ
「
ク
レ
イ
ジ
ー
ハ
ン
ド
だ
！
」

ク
レ
ハ
ン
「
お
お
よ
く
見
た
ら
ス
マ
ブ
ラ
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
か
」

マ
ス
ハ
ン
「
廊
下
は
静
か
に
通
り
ま
．
．
．
．
．
．
ク
レ
イ
ジ
ー
」

ク
レ
ハ
ン
「
な
ん
だ
マ
ス
ハ
ン
か
」

マ
ス
ハ
ン
「
久
し
ぶ
り
だ
な
ー
」

ク
レ
ハ
ン
「
（
昨
日
会
っ
た
ば
っ
か
り
な
の
に
）
」

マ
ス
ハ
ン
「
例
の
も
の
は
あ
あ
こ
れ
か
」

ク
レ
ハ
ン
「
集
め
る
の
に
苦
労
し
た
ぜ
」

ル
イ
ー
ジ
「
あ
の
ー
ぼ
く
た
ち
そ
ろ
そ
ろ
．
．
．
．
．
」

マ
ス
ハ
ン
「
ル
イ
ー
ジ
た
ち
か
ほ
れ
」

ル
イ
ー
ジ
、
ネ
ス
、
カ
ー
ビ
ィ
は
マ
ス
ハ
ン
の
投
げ
た
も
の
を
受
け
取
っ
た

ル
イ
ー
ジ
「
こ
れ
は
？
」

ク
レ
ハ
ン
「
こ
の
村
の
金
１
０
０
万
ベ
ル
」

三
人
「
え
ー
ー
ー
ー
」

マ
ス
ハ
ン
「
こ
れ
は
お
こ
ず
か
い
の
用
な
も
ん
だ
自
由
に
使
っ
て
く
れ
」

カ
ー
ビ
ィ
「
食
べ
物
」

ル
イ
ー
ジ
「
貯
金
す
る
か
．
．
．
．
．
」

ネ
ス
「
グ
ロ
ー
ブ
と
バ
ッ
ト
と
ボ
ー
ル
を
買
お
う
」

マ
ス
ハ
ン
「
１
ヶ
月
午
に
ま
た
支
給
す
る
」

三
人
「
あ
り
が
と
う
。
タ
ヌ
キ
デ
パ
ー
ト
行
く
ぞ
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
廊
下
は
静
か
に
し
ろ
ー
ー
」

全
員
「
ハ
イ
．
．
．
．
．
」

マ
ス
ハ
ン
「
（
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
寝
て
た
ん
だ
）
」
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自
由
時
間
は
な
に
を
す
る
？
　
後
編
（
後
書
き
）

後
編
と
か
言
っ
て
終
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
．
．
．
．
．
感
想
ま
っ
て
ま
ー
す
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後
少
し
で
夕
飯
（
前
書
き
）

夕
飯
前
で
す
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後
少
し
で
夕
飯

Ｐ
Ｍ
５
：
３
０

ル
イ
ー
ジ
「
よ
し
貯
金
成
功
」

ネ
ス
「
新
し
い
バ
ッ
ト
や
グ
ロ
ー
ブ
買
っ
た
よ
！
」

カ
ー
ビ
ィ
「
食
べ
た
食
べ
た
」

ル
イ
ー
ジ
「
さ
あ
帰
ろ
う
か
」

二
人
「
ハ
ー
イ
」

一
方
そ
の
頃

ワ
リ
オ
「
コ
イ
ン
が
で
な
い
」

ワ
リ
オ
「
コ
イ
ン
が
で
な
ー
い
」

ワ
リ
オ
「
コ
イ
ン
が
で
ね
ー
ー
ー
～
」

従
業
員
「
お
客
様
お
静
か
に
お
願
い
し
ま
す

」ワ
リ
オ
「
ハ
イ
．
．
．
．
．
」

ア
イ
ク
と
ロ
ボ
ッ
ト
は
マ
ン
シ
ョ
ン
に
戻
っ
た

Ｐ
Ｍ
６
：
０
０

ル
イ
ー
ジ
、
ネ
ス
、
カ
ー
ビ
ィ
、
ア
イ
ク
で
ポ
ー
カ
ー
を
や
っ
て
い
た

ル
イ
ー
ジ
「
ス
リ
ー
カ
ー
ド
」

ネ
ス
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
」

カ
ー
ビ
ィ
「
ツ
ー
ペ
ア
で
す
．
．
．
．
」

ア
イ
ク
「
ロ
ボ
ッ
ト
こ
れ
は
何
だ
」

ロ
ボ
ッ
ト
「
コ
レ
ハ
．
．
．
．
エ
ッ
」

全
員
「
え
っ
な
に
な
に
」

ロ
ボ
ッ
ト
「
ス
、
」

全
員
「
ス
？
」

ロ
ボ
ッ
ト
「
す
と
れ
ー
と
ふ
ら
っ
し
ゅ
デ
ス
」

全
員
「
負
け
た
」

Ｐ
Ｍ
６
：
３
０
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ル
イ
ー
ジ
「
さ
あ
レ
ス
ト
ラ
ン
行
こ
う
か
」

全
員
「
ハ
ー
イ
」

６
：
４
５

ル
イ
ー
ジ
「
こ
こ
が
レ
ス
ト
ラ
ン
か
」

ネ
ス
「
広
い
」

カ
ー
ビ
ィ
「
う
ま
そ
ー
」

ア
イ
ク
「
肉
、
肉
、
肉
」

マ
ス
ハ
ン
「
夕
食
は
７
：
０
０
か
ら
だ
ぞ
」

？
？
？
「
ま
あ
ま
あ
、
も
う
食
べ
よ
う
よ
」

マ
ス
ハ
ン
「
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
！
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
は
い
、
席
着
い
て
」

カ
チ
ャ

マ
リ
オ
「
レ
ス
ト
ラ
ン
ひ
れ
ー
」

ピ
ー
チ
「
本
当
に
」

Ｐ
Ｍ
７
：
０
０

マ
ス
ハ
ン
「
全
員
揃
っ
た
な
」

「
は
ー
い
」

マ
ス
ハ
ン
「
い
た
だ
き
ま
す
」

全
員
「
い
た
だ
き
ま
ー
す
」

そ
の
頃

ワ
リ
オ
「
コ
イ
ン
が
や
っ
と
で
て
き
た
ー
」
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後
少
し
で
夕
飯
（
後
書
き
）

次
回
マ
ス
ハ
ン
が
重
大
発
表
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夕
飯
（
前
書
き
）

感
想
ま
っ
て
ま
す
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夕
飯

マ
ス
ハ
ン
「
重
大
発
表
」

ガ
ツ
ガ
ツ
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ

リ
ン
ク
「
で
な
に
」

マ
ス
ハ
ン
「
明
日
逃
走
中
を
行
う
」

全
員
「
え
ー
ー
」

マ
リ
オ
「
め
ん
ど
く
さ
い
」

俺
も
私
も
な
ど
の
声
も
あ
っ
た
が

マ
ス
ハ
ン
「
賞
金
あ
る
ぞ
」

マ
リ
オ
「
や
る
ぞ
ー
ー
」

全
員
「
オ
ー
ー
ー
ー
」

マ
ス
ハ
ン
「
（
こ
い
つ
ら
金
で
）
明
日
の
朝
８
：
０
０
に
タ
ヌ
キ
デ
パ
ー
ト
一

階
広
場
集
合
だ
」

全
員
「
ハ
ー
イ
」

バ
タ
ン
　
ワ
リ
オ
だ

ワ
リ
オ
（
は
ぁ
は
ぁ
ぜ
ぇ
ぜ
ぇ
）

ヨ
ッ
シ
ー
、
カ
ー
ビ
ィ
「
ガ
ツ
ガ
ツ
ガ
ツ
ガ
ツ
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
よ
く
食
え
る
な
ー
」

Ｐ
Ｍ
８
：
０
０

マ
ス
ハ
ン
「
お
風
呂
は
一
階
の
大
浴
場
を
使
っ
て
く
れ
」

全
員
「
ハ
ー
イ
」

マ
ス
ハ
ン
「
解
散
」

ワ
ー
ー
ー
ー
ー

フ
ァ
ル
コ
ン
「
お
風
呂
上
が
り
い
い
湯
だ
っ
た
な
ー
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
本
当
に
」

Ｐ
Ｍ
９
：
０
０
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お
休
み
と
言
う
声
が
所
々
で
聞
こ
え
た

Ｐ
Ｍ
１
１
：
０
０
全
員
就
寝
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夕
飯
（
後
書
き
）

次
回
逃
走
中
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ル
ー
ル
　
エ
リ
ア
　
逃
走
者
（
前
書
き
）

逃
走
中
ル
ー
ル
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ル
ー
ル
　
エ
リ
ア
　
逃
走
者

エ
リ
ア

タ
ヌ
キ
デ
パ
ー
ト
１
、
２
階
が
東
京
と
ド
ー
ム
３
個
分

３
、
４
、
５
階
は
２
個
分

ル
ー
ル

６
０
分
間
ハ
ン
タ
ー
か
ら
逃
げ
る

逃
げ
き
れ
ば
７
２
万
ベ
ル
獲
得

捕
ま
れ
ば
．
．
．
．
．
．
．
０

そ
れ
が
逃
走
中

逃
走
者
は
ス
マ
ブ
ラ
メ
ン
バ
ー
の
数
名

第
一
回
逃
走
者

マ
リ
オ

ル
イ
ー
ジ

ピ
ー
チ

ク
ッ
パ

ワ
リ
オ

ス
ネ
ー
ク

フ
ォ
ッ
ク
ス

フ
ァ
ル
コ

ピ
ッ
ト

ド
ン
キ
ー

デ
ィ
デ
ィ

リ
ン
ク

ゼ
ル
ダ

ガ
ノ
ン
ド
ロ
フ

フ
ァ
ル
コ
ン

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ

で
す
。
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ア
イ
テ
ム
も
何
個
か
だ
し
ま
す

し
か
も
ハ
ン
タ
ー
の
一
人
に
あ
の
ス
マ
ブ
ラ
メ
ン
バ
ー
が
．
．
．
．
．
．
．
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ル
ー
ル
　
エ
リ
ア
　
逃
走
者
（
後
書
き
）

次
回
ス
タ
ー
ト
で
す

感
想
待
っ
て
ま
す
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Ｏ
Ｐ
ゲ
ー
ム
（
前
書
き
）

追
加
逃
走
者

し
ら
さ
ん

竜
斗
さ
ん

で
す
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Ｏ
Ｐ
ゲ
ー
ム

こ
れ
よ
り
Ｏ
Ｐ
ゲ
ー
ム
を
始
め
る
。

皆
さ
ん
の
目
の
前
に
あ
る
の
は
３
体
の
ハ
ン
タ
ー
が
入
っ
て
い
る
ハ
ン
タ
ー
Ｂ

Ｏ
Ｘ
が
あ
る
そ
の
前
に
あ
る
前
の
鎖
が
１
９
本
あ
る

マ
リ
オ
「
あ
れ
こ
こ
に
は
１
５
人
し
か
い
な
い
ぞ
」

ス
ネ
ー
ク
「
後
の
３
人
は
だ
れ
な
ん
だ
」

俺
　
た
ち
　
だ

だ
れ
だ

振
り
向
い
た
ら

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
俺
と
」

し
ら
「
私
と
」

竜
斗
「
私
だ
」

こ
の
三
人
だ

で
も
１
８
人
だ

１
９
本
の
鎖
の
内
１
８
本
抜
け
れ
ば
Ｏ
Ｐ
ゲ
ー
ム
ク
リ
ア
で
一
分
間
の
執
行
猶

予
を
与
え
る

マ
リ
オ
「
１
８
本
ぬ
く
ぞ
ー
」

全
員
「
オ
ー
」
　

一
番

ル
イ
ー
ジ
「
僕
～
！
」

て
く
て
く
て
く
ル
イ
ー
ジ
は
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
へ
歩
い
た

ル
イ
ー
ジ
「
怖
い
な
～
」

マ
リ
オ
「
ハ
ン
タ
ー
出
る
ぞ
」

リ
ン
ク
「
な
ん
で
？
」

マ
リ
オ
「
ル
イ
ー
ジ
だ
か
ら
さ
☆
」

ル
イ
ー
ジ
「
緑
引
く
よ
ー
」

マ
リ
オ
「
待
て
は
や
ま
る
な
」

ル
イ
ー
ジ
「
エ
イ
」
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セ
ー
フ

ル
イ
ー
ジ
「
何
か
書
い
て
あ
る
。
え
っ
と
．
．
．
．
．
『
無
敵
サ
ン
グ
ラ
ス
獲

得
』
だ
っ
て
」

全
員
「
い
い
な
ー
」

「
じ
ゃ
お
先
に
」

ル
イ
ー
ジ
は
先
に
行
っ
た
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Ｏ
Ｐ
ゲ
ー
ム
（
後
書
き
）

次
回
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
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Ｏ
Ｐ
ゲ
ー
ム
２
　
　
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
（
前
書
き
）

最
後
の
追
加
逃
走
者
で
す

無
幻
∞
さ
ん
で
す
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Ｏ
Ｐ
ゲ
ー
ム
２
　
　
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト

じ
ぁ
二
番
は
俺
様
が
い
く

名
乗
り
で
た
の
は

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
俺
だ
」

ス
ネ
ー
ク
「
何
色
を
引
く
ん
だ
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
黒
」

マ
リ
オ
「
ハ
ン
タ
ー
の
色
じ
ゃ
ね
ぇ
か
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
え
い
」

マ
リ
オ
「
先
に
言
え
ー
」

セ
ー
フ

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
ん
？
『
自
首
ボ
タ
ン
』
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
説
明
こ
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
自
首
が
成
立
し
ま
す
。
．
．
．
．

．
便
利
だ
な
ー
」

「
じ
ゃ
行
く
わ
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
は
走
っ
て
い
っ
た

三
番
マ
リ
オ
　
色
、
赤
　
骸
骨
　
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
２
メ
ー
ト
ル
前
進

全
員
「
ふ
ざ
け
ん
な
」

マ
リ
オ
「
ご
め
ん
ご
め
ん
」

マ
リ
オ
は
走
っ
て
い
っ
た

四
番
ス
ネ
ー
ク
　
カ
ー
キ
色
　
冷
凍
銃
獲
得

ス
ネ
ー
ク
「
よ
っ
し
ゃ
ー
」

五
番
フ
ォ
ッ
ク
ス
茶
色
を
引
き
ク
リ
ア

六
番
ワ
リ
オ
黄
色
を
ひ
き
ク
リ
ア
『
ハ
ン
タ
ー
シ
ュ
ー
ズ
獲
得
』

ワ
リ
オ
「
説
明
ハ
ン
タ
ー
の
は
い
て
い
る
シ
ュ
ー
ズ
じ
ゃ
あ
足
早
く
な
る
じ
ゃ

ん
！
」
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注
！
足
が
早
く
な
る
な
ど
書
い
て
い
ま
せ
ん

七
番
し
ら

し
ら
「
よ
し
白
。
自
分
の
色
だ
か
ら
」

ガ
チ
ャ
ン
カ
コ
ン

ハ
ン
タ
ー
が
放
出
さ
れ
た

し
ら
「
ぎ
ゃ
ー
と
見
せ
か
け
て
ダ
ッ
シ
ュ
」

ハ
ン
タ
ー
の
標
的
は
ガ
ノ
ン
ド
ロ
フ
だ

ガ
ノ
ン
「
は
っ
」

ガ
ノ
ン
ド
ロ
フ
確
保
残
り
１
８
名

ル
イ
ー
ジ
「
始
ま
っ
た
な
」

ク
ッ
パ
「
逃
げ
き
っ
て
や
る
」

逃
走
者
は
や
る
気
満
々
だ
！
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Ｏ
Ｐ
ゲ
ー
ム
２
　
　
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
（
後
書
き
）

牢
獄
Ｄ
Ｅ
ト
ー
ク
☆

ガ
ノ
ン
「
ど
ち
く
し
ょ
ー
」

？
？
？
「
牢
獄
Ｄ
Ｅ
ト
ー
ク
担
当
の
キ
ノ
ピ
オ
で
す
」

キ
ノ
ピ
オ
「
ガ
ノ
ン
ど
ん
ま
い
」

次
回
ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
１

ル
イ
ー
ジ
「
そ
ろ
そ
ろ
何
か
く
る
な
」

て
る
る
る
る
る
る
る
る
る
メ
ー
ル
だ

通
達
１
こ
れ
よ
り
裏
切
り
者
を
募
集
す
る

裏
切
り
者
は
逃
走
者
の
位
置
情
報
を
本
部
に
通
告
し
て
通
告
さ
れ
た
プ
レ
ー
ヤ

マ
ス
ハ
ン

ー
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
裏
切
り
者
は
１
０
万
べ
ル
の
ボ
ー
ナ
ス
が
で
る

ミ
ッ
シ
ョ
ン
１

エ
リ
ア
に
１
５
個
の
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
設
置
し
た
ゲ
ー
ム
残
り
４
５
分
に
な
る

と
、
中
の
ハ
ン
タ
ー
が
放
出
さ
れ
る
阻
止
す
る
に
は
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
横
の

レ
バ
ー
を
さ
げ
た
ま
え

ル
イ
ー
ジ
「
裏
切
り
者
か
」

？
？
？
「
？
？
？
で
す
裏
切
り
ま
す
。
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
マ
ス
ハ
ン
面
倒
な
こ
と
し
た
な
ー
」

ワ
リ
オ
「
裏
切
り
る
ぜ
」

本
部
「
無
理
」

マ
ス
ハ
ン

ワ
リ
オ
「
な
ぜ
だ
ー
」

ワ
リ
オ
は
叫
ん
だ
も
ち
ろ
ん
ハ
ン
タ
ー
が
来
る

ワ
リ
オ
「
遠
く
に
ハ
ン
タ
ー
よ
し
こ
の
シ
ュ
ー
ズ
を
使
う
か
」

幸
い
ハ
ン
タ
ー
と
の
距
離
も
多
少
あ
り
シ
ュ
ー
ズ
も
は
け
だ
が

ワ
リ
オ
「
ス
ピ
ー
ド
変
わ
ら
ね
ー
」

ポ
ン

ギ
ャ
ー

ワ
リ
オ
確
保
残
り
１
７
名

ピ
ー
チ
「
で
も
ワ
リ
オ
ハ
ン
タ
ー
シ
ュ
ー
ズ
も
っ
て
た
の
に
？
」

ワ
リ
オ
「
く
そ
ー
．
．
．
．
．
っ
て
お
前
ソ
ニ
ッ
ク
じ
ゃ
ん
」

ソ
ニ
ッ
ク
（
ハ
ン
タ
ー
）
「
よ
く
気
が
つ
い
た
ね
！
」

ワ
リ
オ
「
ソ
ニ
ッ
ク
ハ
ン
タ
ー
な
ん
だ
」
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ル
イ
ー
ジ
、
し
ら
「
Ｂ
Ｏ
Ｘ
な
い
な
～
」

全
然
違
う
と
こ
ろ
に
い
る
け
ど
同
じ
こ
と
を
言
う
二
人
。

ル
イ
ー
ジ
、
し
ら
「
Ｂ
Ｏ
Ｘ
見
つ
け
た
」

ル
イ
ー
ジ
、
し
ら
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
封
印
残
り
１
３
個

マ
リ
オ
「
発
見
」

無
幻
∞
「
あ
っ
た
」

更
に

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
見
っ
け
た
」

こ
れ
で
三
個
封
印
残
り
１
０
個

ル
イ
ー
ジ
「
あ
っ
そ
う
言
え
ば
ま
だ
み
ん
な
に
伝
え
て
な
か
っ
た
」

ル
イ
ー
ジ
は
メ
ー
ル
を
う
ち
は
じ
め
た
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
（
後
書
き
）

牢
獄
Ｄ
Ｅ
ト
ー
ク
★

ガ
ノ
ン
「
お
疲
れ
」

ワ
リ
オ
「
あ
ぁ
」

キ
ノ
ピ
オ
「
ド
リ
ン
ク
で
す
ど
う
ぞ
」

ワ
リ
オ
「
あ
り
が
と
う
」

ハ
ン
タ
ー
シ
ュ
ー
ズ
の
事
は
Ｏ
Ｐ
ゲ
ー
ム
２
を
見
て
く
だ
さ
い
。

次
回
ル
イ
ー
ジ
重
大
発
表
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
　
ル
イ
ー
ジ
か
ら
の
メ
ー
ル
（
前
書
き
）

ダ
イ
ヤ
さ
ん
感
想
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
　
ル
イ
ー
ジ
か
ら
の
メ
ー
ル

ル
イ
ー
ジ
「
一
斉
送
信
だ
」

て
ぅ
る
る
る
る
る
る
る

マ
リ
オ
「
な
ん
だ
」

リ
ン
ク
「
メ
ー
ル
だ
」

ポ
ン

リ
ン
ク
「
は
っ
！
」

リ
ン
ク
確
保
残
り
１
６
名

無
幻
∞
「
え
っ
と
何
々
」

ル
イ
ー
ジ
か
ら
の
一
斉
送
信

『
み
ん
な
！
ぼ
く
が
裏
切
り
者
だ
よ
！
だ
け
ど
、
通
報
は
絶
対
し
な
い
。
他
の

人
は
裏
切
り
者
に
な
っ
た
ら
、
通
報
す
る
か
ら
、
通
報
さ
れ
な
い
用
に
裏
切
り

者
に
な
り
ま
し
た
。

絶
対
通
報
は
し
ま
せ
ん
。
』

ド
ン
キ
ー
「
ど
う
い
う
こ
と
だ
？
」

た
ま
た
ま
近
く
に
い
た
ピ
ッ
ト

ピ
ッ
ト
「
要
す
る
に
他
の
人
に
裏
ぎ
ら
れ
な
い
用
に
ル
イ
ー
ジ
が
裏
切
り
者
に

な
っ
た
っ
て
わ
け
」

ド
ン
キ
ー
「
へ
ー
　
あ
っ
」

ド
ン
キ
ー
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
封
印
残
り
９
個

デ
ィ
デ
ィ
ー
「
バ
ナ
ナ
だ
ー
」

デ
イ
デ
イ
ー
は
バ
ナ
ナ
に
見
と
れ
て
い
る

デ
イ
デ
イ
ー
「
逃
走
成
功
し
た
ら
ど
れ
く
ら
い
買
え
る
か
な
ー
」

フ
オ
ッ
ク
ス
「
ハ
ン
タ
ー
来
た
ぞ
ー
」

デ
イ
デ
イ
ー
「
え
っ
」

二
人
「
逃
げ
ろ
ー
」

フ
ォ
ッ
ク
ス
「
す
ま
ん
デ
イ
デ
イ
ー
っ
て
あ
れ
？
」

ポ
ン
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フ
ォ
ッ
ク
ス
「
え
ー
」

デ
イ
デ
イ
ー
「
あ
ぶ
ね
ー
．
．
．
．
．
っ
て
あ
れ
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
だ
」

ガ
シ
ャ
ン

ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
残
り
８
個

デ
イ
デ
イ
ー
「
や
っ
た
ー
」

つ
ぅ
る
る
る
る
る
る
メ
ー
ル
だ

ク
ッ
パ
「
リ
ン
ク
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
確
保
ふ
ん
バ
カ
め
」

次
回
ミ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
そ
し
て
発
令
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
　
ル
イ
ー
ジ
か
ら
の
メ
ー
ル
（
後
書
き
）

牢
獄
Ｄ
Ｅ
ト
ー
ク
♪

キ
ノ
ピ
オ
「
リ
ン
ク
さ
ん
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
さ
ん
ご
苦
労
様
で
す
。
ド
リ
ン
ク
で

す
」

二
人
「
ど
う
も
」

ガ
ノ
ン
、
ワ
リ
オ
「
お
つ
か
れ
ー
」

二
人
「
ハ
ァ
ー
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
感
想
待
っ
て
ま
す
」
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
終
了
　
そ
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
開
始
（
前
書
き
）

竜
斗
さ
ん
感
想
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
終
了
　
そ
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
開
始

ゲ
ー
ム
残
り
時
間
５
０
分

ハ
ン
タ
ー
放
出
ま
で
後
５
分

ゼ
ル
ダ
「
急
が
な
い
と
！
」

ス
ネ
ー
ク
「
や
ば
い
な
ー
」

て
ぅ
る
る
る
る
る
る
メ
ー
ル
だ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
途
中
経
過

逃
走
者
の
活
躍
に
よ
り
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
は
残
り
８
個
だ
場
所
は
一
階
に
５
個
、

二
階
に
２
個
、
三
階
に
１
個
だ
！

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
よ
し
行
く
か
一
階
に
」

ル
イ
ー
ジ
「
一
階
に
５
個
？
何
か
怪
し
い
な
ー
」

今
一
階
に
入
る
の
は

マ
リ
オ

ク
ッ
パ

ス
ネ
ー
ク

フ
ァ
ル
コ

ピ
ッ
ト

し
ら

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
の
７
人
だ

三
階
で
は
、

ゼ
ル
ダ
「
あ
り
ま
し
た
！
」

フ
ァ
ル
コ
ン
「
あ
っ
た
ぞ
」

ガ
シ
ャ
ン
　
ガ
シ
ャ
ン

ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
残
り
６
個

二
階

無
幻
∞
「
あ
っ
た
ぞ
ー
」

ガ
シ
ャ
ン
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
残
り
５
個

無
幻
∞
「
後
は
一
階
が
ど
う
な
る
か
か
ー
」
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残
り
４
７
分

ク
ッ
パ
「
あ
っ
た
ぞ
」

ス
ネ
ー
ク
「
こ
れ
か
」

ガ
シ
ャ
ン
　
ガ
シ
ャ
ン

ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
残
り
３
個

４
６
分

マ
リ
オ
「
も
う
無
理
だ
ー
」

マ
リ
オ
は
諦
め
た

３
．
．
．
．
２
．
．
．
．
１
ガ
シ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ー

ル
イ
ー
ジ
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
結
果
一
階
の
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
３
つ
か
ら
ハ
ン
タ
ー

が
３
体
放
出
よ
っ
て
ハ
ン
タ
ー
６
体
」

ゼ
ル
ダ
「
続
き
が
あ
る
は
！
」

ミ
ッ
シ
ョ
ン
２

こ
れ
は
三
階
以
上
の
階
に
い
る
者
の
み
に
送
る
ゲ
ー
ム
残
り
３
０
分
に
な
る
と
、

１
階
２
階
が
封
鎖
さ
れ
る
一
階
二
階
に
い
る
者
は
強
制
失
格
に
な
る

今
一
階
二
階
に
い
る
の
は

マ
リ
オ

ク
ッ
パ

フ
ァ
ル
コ

ピ
ッ
ト

ゼ
ル
ダ

ド
ン
キ
ー

無
幻
∞
の
７
人
だ

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
危
な
い
危
な
い
」

し
ら
「
本
当
で
す
ね
ー
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
と
し
ら
は
ゲ
ー
ム
残
り
４
６
分
に
三
階
に
き
て
い
た
。

三
階
に
い
る
ル
イ
ー
ジ

ル
イ
ー
ジ
「
助
け
に
い
く
か
！
」

助
け
に
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
は

ル
イ
ー
ジ
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フ
ァ
ル
コ
ン

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ

し
ら

デ
ィ
デ
ィ
ー

竜
斗
の
６
人
だ

一
方
三
階

ス
ネ
ー
ク
「
放
出
さ
れ
た
ハ
ン
タ
ー
か
ら
逃
げ
ね
ば
」

ス
ネ
ー
ク
は
た
ま
た
ま
三
階
に
き
た
の
で
強
制
失
格
は
の
が
れ
た
．
．
．
．
．
．
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
終
了
　
そ
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
開
始
（
後
書
き
）

牢
獄
Ｄ
Ｅ
ト
ー
ク
｀
∀
´

キ
ノ
ピ
オ
「
誰
も
捕
ま
り
ま
せ
ん
ね
．
．
．
．
．
．
」

感
想
お
願
い
し
ま
す
！
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
（
前
書
き
）

感
想
お
待
ち
し
て
ま
す



49

ミ
ッ
シ
ョ
ン
２

一
階

マ
リ
オ
「
暇
だ
な
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
こ
な
い
か
な
ー
」

マ
リ
オ
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
の
存
在
を
知
ら
な
い

ゲ
ー
ム
残
り
時
間
４
３
分

ル
イ
ー
ジ
「
一
階
に
到
着
、
兄
さ
ん
探
さ
な
き
ゃ
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
無
幻
∞
さ
ん
、
一
階
か
二
階
に
い
る
ん
だ
よ
な
ー
」

無
幻
∞
「
へ
っ
く
し
ょ
ん
、
風
邪
か
な
ー
」

ち
な
み
に
無
幻
∞
さ
ん
は
一
階
に
い
る
。

ル
イ
ー
ジ
「
ピ
ッ
ト
、
ゼ
ル
ダ
」

ピ
ッ
ト
「
裏
切
り
者
だ
ー
」

ゼ
ル
ダ
「
ル
イ
ー
ジ
さ
ん
通
報
し
な
い
っ
て
い
っ
た
で
し
ょ
、
少
し
は
信
用
し

な
さ
い
。
」

ピ
ッ
ト
「
ハ
イ
．
．
．
．
．
」

ル
イ
ー
ジ
「
ゲ
ー
ム
残
り
３
５
分
に
、
一
階
と
二
階
が
封
鎖
さ
れ
る
ん
で
す
。
」

二
人
「
え
っ
」

ル
イ
ー
ジ
「
だ
か
ら
三
階
に
．
．
．
．
．
．
ハ
ン
タ
ー
だ
！
」

二
人
「
え
っ
逃
げ
ろ
ー
」

ハ
ン
タ
ー
が
狙
い
を
つ
け
た
の
は
ピ
ッ
ト
だ

ピ
ッ
ト
「
ぼ
く
ー
？
」

ポ
ン

ピ
ッ
ト
確
保
残
り
１
５
名

ピ
ッ
ト
「
く
そ
ー
」

て
ぅ
る
る
る
る
る
る
メ
ー
ル
だ

ピ
ッ
ト
確
保

ゼ
ル
ダ
「
ピ
ッ
ト
さ
ん
捕
ま
り
ま
し
た
か
、
さ
て
言
わ
れ
た
通
り
三
階
へ
っ
て

ハ
ン
タ
ー
？
」

先
程
ピ
ッ
ト
を
確
保
し
た
ハ
ン
タ
ー
だ
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ゼ
ル
ダ
「
キ
ャ
ー
」

ポ
ン

ゼ
ル
ダ
確
保
残
り
１
４
名

ゼ
ル
ダ
「
も
し
か
し
て
ル
イ
ー
ジ
さ
ん
．
．
．
．
．
．
．
．
」

ル
イ
ー
ジ
「
あ
の
二
人
捕
ま
っ
ち
ゃ
た
」

マ
リ
オ
「
お
ー
緑
じ
ゃ
な
い
か
」

ピ
ー
チ
「
久
し
ぶ
り
」

ル
イ
ー
ジ
「
兄
さ
ん
緑
は
な
い
よ
そ
れ
よ
り
も
う
す
ぐ
こ
こ
封
鎖
さ
れ
る
か
ら

三
階
ま
で
逃
げ
て
！
」

マ
リ
オ
「
も
う
す
ぐ
っ
て
」

ル
イ
ー
ジ
「
残
り
３
５
分
」

マ
リ
オ
「
え
っ
と
今
は
」

ゲ
ー
ム
残
り
時
間
３
９
分

三
人
「
え
ー
」

ル
イ
ー
ジ
「
急
い
で
三
階
へ
！
」

ピ
ー
チ
「
わ
か
っ
た
わ
！
」

マ
リ
オ
と
ピ
ー
チ
は
階
段
を
上
が
っ
て
い
っ
た

一
方

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
と
し
ら

二
人
「
無
幻
∞
さ
ー
ん
」

無
幻
∞
「
何
よ
ん
だ
？
」

二
人
「
無
幻
∞
さ
ん
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
こ
れ
見
て
く
だ
さ
い
」

と
い
っ
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
の
メ
ー
ル
を
見
せ
る

無
幻
∞
「
な
ん
だ
っ
て
ー
。
早
く
逃
げ
よ
う
三
階
へ
」

と
言
っ
て
作
者
三
人
は
階
段
を
か
け
だ
し
た
。
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
（
後
書
き
）

牢
獄
Ｄ
Ｅ
ト
ー
ク

キ
ノ
ピ
オ
「
ど
ー
も
キ
ノ
ピ
オ
で
す
や
っ
と
捕
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
」

ピ
ッ
ト
、
ゼ
ル
ダ
「
わ
る
か
っ
た
ね
（
怒
）
」

キ
ノ
ピ
オ
「
ド
リ
ン
ク
で
す
」

二
人
「
ど
ー
も
」

牢
獄
の
方
々

「
お
疲
れ
ー
」

次
回
ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
終
了
強
制
失
格
者
は
い
る
の
か
！
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
終
了
（
前
書
き
）

電
子
時
計
で
１
時
を
７
時
だ
と
思
っ
て
と
び
お
き
て
し
ま
っ
た
．
．
．
．
．
．
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
終
了

ゲ
ー
ム
残
り
４
６
分

ル
イ
ー
ジ
「
み
ん
な
脱
出
し
た
か
な
ー
」

マ
リ
オ
「
さ
ぁ
ー
ル
イ
ー
ジ
は
ど
う
思
う
？
」

ル
イ
ー
ジ
「
（
兄
さ
ん
が
僕
の
こ
と
を
、
ル
イ
ー
ジ
っ
て
よ
ん
だ
ー
！
）
多
分

脱
出
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
」

残
念
、
ル
イ
ー
ジ
ま
だ
エ
リ
ア
内
に
は
、
ク
ッ
パ
、
フ
ァ
ル
コ
、
ド
ン
キ
ー
が

い
る
。

フ
ァ
ル
コ
「
そ
う
言
え
ば
誰
と
も
会
わ
な
い
な
ー
三
階
に
で
も
行
く
か
」

フ
ァ
ル
コ
な
ん
と
い
う
強
運

ド
ン
キ
ー
「
こ
こ
に
い
れ
ば
大
丈
夫
だ
な
」

ク
ッ
パ
「
ガ
ハ
ハ
ハ
ハ
み
ん
な
一
階
か
ら
い
な
く
な
っ
た
な
」

ド
ン
キ
ー
、
ク
ッ
パ
を
除
い
て
全
員
が
三
階
に
や
っ
て
来
た

ミ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
ま
で

５４３２１
が
ら
が
ら
ど
し
ゃ
ー
ん
（
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
る
）

て
ぅ
る
る
る
る
る
る
る
メ
ー
ル
だ

ク
ッ
パ
、
ド
ン
キ
ー
、
エ
リ
ア
移
動
失
敗

強
制
失
格

ク
ッ
パ
、
ド
ン
キ
ー
「
な
ぜ
？
」
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牢
獄

リ
ン
ク
「
俺
た
ち
ど
う
な
ん
の
」

ワ
リ
オ
「
復
活
ゲ
ー
ム
じ
ゃ
な
い
！
」

シ
ュ
ン

マ
ス
ハ
ン
「
捕
ま
っ
た
み
ん
な
行
く
よ
」

ワ
リ
オ
「
行
く
っ
て
ど
こ
へ
？
」

マ
ス
ハ
ン
「
そ
れ
！
」

三
階
広
場

ゼ
ル
ダ
「
ワ
ー
プ
し
た
の
？
」

ほ
か
の
方
々
「
そ
う
み
た
い
」
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
２
終
了
（
後
書
き
）

残
念
ワ
リ
オ
復
活
ゲ
ー
ム
は
無
い
ぞ
！

感
想
待
っ
て
ま
す
！
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
３
　
三
階
を
脱
出
せ
よ
！
（
前
書
き
）

総
合
評
価
２
４
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
！

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
３
　
三
階
を
脱
出
せ
よ
！

ゲ
ー
ム
残
り
時
間
３
０
分
．
．
．
．
．
．

マ
リ
オ
「
そ
ろ
そ
ろ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
来
そ
う
だ
な
ー
」

て
ぅ
る
る
る
る
る
る

マ
リ
オ
「
本
当
に
来
た
ー
♪
」

ミ
ッ
シ
ョ
ン
３

ゲ
ー
ム
残
り
時
間
１
９
分
に
三
階
に
１
０
０
体
ハ
ン
タ
ー
を
放
出
す
る

マ
リ
オ
「
無
理
だ
自
首
し
よ
ー
．
．
．
．
．
ま
だ
続
き
が
あ
る
！
」

ゲ
ー
ム
残
り
時
間
２
８
分
か
ら
か
ら
階
段
（
停
止
し
た
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
も
含

む
）
を
一
分
に
ひ
と
つ
ず
つ
封
鎖
す
る

マ
リ
オ
「
こ
こ
っ
て
」

マ
リ
オ
は
三
階
に
い
る

マ
リ
オ
「
ギ
ャ
ー
」

三
階
に
い
る
逃
走
者
は

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ

し
ら

無
幻
∞

マ
リ
オ

ル
イ
ー
ジ

ピ
ー
チ

ス
ネ
ー
ク

デ
ィ
デ
ィ
ー
の
８
人
だ

作
者
三
人
「
急
が
ね
ば
」

ル
イ
ー
ジ
「
こ
の
階
段
か
ら
行
こ
う
」

ル
イ
ー
ジ
と
階
段
の
距
離
は
１
０
０
メ
ー
ト
ル

最
初
の
階
段
封
鎖
ま
で

５
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４３２１ガ
コ
ン

ル
イ
ー
ジ
「
階
段
が
ー
」

ル
イ
ー
ジ
は
階
段
を
上
が
れ
な
か
っ
た

ル
イ
ー
ジ
「
 

別
の
場
所
を
探
さ
な
い
と
！
」

一
方

作
者
三
人
「
階
段
発
見
！
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｏ
、
し
ら
、
無
幻
∞
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
ア
！

ス
ネ
ー
ク
は
デ
ィ
デ
ィ
と
合
流
し
た

二
人
「
さ
ぁ
あ
が
る
ぞ
」

階
段
ま
で
は
３
０
メ
ー
ト
ル

５４３２１ガ
コ
ン

ス
ネ
ー
ク
「
あ
っ
階
段
が
！
」

デ
ィ
デ
ィ
ー
「
ど
う
し
よ
う
っ
て
．
．
．
．
．
．
．
え
ー
」

ス
ネ
ー
ク
は
デ
ィ
デ
ィ
ー
を
投
げ
た
！

デ
ィ
デ
ィ
ー
「
あ
ー
れ
ー
．
．
．
．
っ
て
あ
れ
？
」

デ
ィ
デ
ィ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
ア
！

デ
ィ
デ
ィ
ー
「
ス
ネ
ー
ク
！
っ
て
あ
れ
？
」

そ
こ
に
は
ス
ネ
ー
ク
の
影
は
な
か
っ
た
．
．
．
．
．
．

ス
ネ
ー
ク
「
デ
ィ
デ
ィ
ー
頑
張
れ
よ
．
．
．
．
」

ス
ネ
ー
ク
は
そ
の
場
を
さ
り
他
の
階
段
を
探
し
に
走
っ
た
．
．
．
．
．

デ
ィ
デ
イ
ー
「
ス
ネ
ー
ク
．
．
．
．
．
．
」
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一
方
四
階

フ
ァ
ル
コ
ン
「
逃
げ
ろ
ー
」

竜
斗
「
は
ー
」

竜
斗
「
ギ
ャ
ー
」

竜
斗
確
保
残
り
１
０
人

ゲ
ー
ム
残
り
２
５
分

５４３２１ガ
シ
ャ
ー
ン

ま
た
ひ
と
つ
階
段
が
封
鎖
さ
れ
た
．
．
．
．
．
．
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
３
　
三
階
を
脱
出
せ
よ
！
（
後
書
き
）

牢
獄
Ｄ
Ｅ
ト
ー
ク
?
ξ
?

キ
ノ
ピ
オ
「
竜
斗
さ
ん
」

竜
斗
「
や
ら
れ
た
ー
」

て
ぅ
る
る
る
る
る

キ
ノ
ピ
オ
「
電
話
だ
！
も
し
も
し
．
．
．
．
．
．
．
．
わ
か
り
ま
し
た
」

竜
斗
「
ど
う
し
た
ん
だ
？
」

キ
ノ
ピ
オ
「
牢
獄
に
入
ら
ず
外
に
い
て
く
だ
さ
い
」

竜
斗
「
わ
か
り
ま
し
た
！
」

感
想
お
願
い
し
ま
す
！
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
３
（
前
書
き
）

感
想
お
願
い
し
ま
す
！
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
３

前
回
３
つ
め
の
階
段
が
封
鎖
さ
れ
後
残
っ
て
い
る
階
段
は
５
つ
．
．
．
．
．
．

ル
イ
ー
ジ
「
ヤ
バ
イ
ヤ
バ
イ
」

マ
リ
オ
「
ヤ
バ
イ
ヤ
バ
イ
」

偶
然
同
じ
こ
と
を
言
う
二
人

そ
し
て
．
．
．
．
．
．

？
？
？
「
あ
っ
た
わ
！
」

？
？
？
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
ア

？
？
？
は
．
．
．
．
．
．

ピ
ー
チ
だ

ピ
ー
チ
「
や
っ
た
わ
！
」

残
り
２
４
分
５

４３２１ガ
シ
ャ
ン

仕
様
可
能
階
段
残
り
４
つ

ル
イ
ー
ジ
「
階
段
あ
つ
た
ー
ー
ー
！
」

ル
イ
ー
ジ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
ア

マ
リ
オ
「
あ
っ
た
ー
」

５４３２１
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ガ
シ
ャ
ン
残
り
３
つ

マ
リ
オ
は

マ
リ
オ
「
オ
ー
マ
イ
ガ
ー
」

マ
リ
オ
は
階
段
を
上
が
れ
な
か
っ
た
．
．
．
．
．

ス
ネ
ー
ク
「
よ
ー
し
任
務
完
了
だ
！
」

ス
ネ
ー
ク
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
ア
！

ゲ
ー
ム
残
り
時
間
２
２
分

５４３２１ガ
シ
ャ
ン
仕
様
可
能
階
段
残
り
２
つ
．
．
．
．
．
．
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
３
（
後
書
き
）

牢
獄
Ｄ
Ｅ
ト
ー
ク
?
ж
?

 
キ
ノ
ピ
オ
「
誰
も
捕
ま
ら
な
い
．
．
．
．
．
」

竜
斗
「
で
す
ね
ー
」



65

ミ
ッ
シ
ョ
ン
３
終
了
そ
し
て
．
．
．
．
．
．
（
前
書
き
）

マ
リ
オ
の
運
命
は
．
．
．
．
．
．
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
３
終
了
そ
し
て
．
．
．
．
．
．

前
回
つ
い
に
！
６
つ
め
の
階
段
封
鎖
さ
れ
た
！

三
階
に
い
る
の
は
マ
リ
オ
だ
け
だ

マ
リ
オ
「
俺
だ
け
！
！
！
！
！
？
」

そ
う
で
す
が
な
に
か
？

マ
リ
オ
「
何
か
じ
ゃ
ね
ー
ー
よ
」

悪
い
悪
い

マ
リ
オ
「
急
げ
ー
ー
ー
！
」

だ
か
し
か
し
．
．
．
．
．
．
．

マ
リ
オ
「
発
見
」

マ
リ
オ
つ
い
に
使
え
る
階
段
を
発
見
！

マ
リ
オ
「
や
っ
た
ー
ー
ー
」

マ
リ
オ
お
め
で
と
ー
う

マ
リ
オ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
ー
す
！
」

ガ
シ
ャ
ン

マ
リ
オ
「
．
．
．
．
．
．
．
は
ー
ー
ー
ー
」

仕
様
可
能
階
段
後
１
つ

マ
リ
オ
「
無
理
だ
自
首
し
よ
ー
．
．
．
．
．
．
っ
て
ハ
ン
タ
ー
？
」

ハ
ン
タ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
）
「
全
然
で
て
ね
ー
ん
だ
よ
！
」

マ
リ
オ
「
キ
ャ
ー
」

マ
リ
オ
確
保
残
り
９
名
．
．
．
．
．

マ
リ
オ
「
嘘
だ
ろ
̃

」

残
り
の
逃
走
者

「
え
ー
ー
マ
リ
オ
確
保
！
」

ル
イ
ー
ジ
「
兄
さ
ん
．
．
．
．
．
」

次
回
逃
走
者
に
更
な
る
恐
怖
が
．
．
．
．
．
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
３
終
了
そ
し
て
．
．
．
．
．
．
（
後
書
き
）

牢
獄
Ｄ
Ｅ
ト
ー
ク
【
パ
フ
パ
フ
】

キ
ノ
ピ
オ
「
マ
リ
オ
さ
ん
確
保
さ
れ
ま
し
た
か
．
．
．
．
．
．
」

マ
リ
オ
「
く
そ
ー
ー
ー
」

牢
獄
の
人
「
ド
ン
マ
イ
」

マ
ス
ハ
ン
「
よ
っ
」

キ
ノ
ピ
オ
「
よ
ー
」

マ
ス
ハ
ン
「
ワ
ー
プ
」

全
員
「
ぎ
ゃ
ー
ー
」

四
階

フ
ァ
ル
コ
ン
「
何
だ
？
」

フ
ァ
ル
コ
ン
の
前
に
牢
獄
が
現
れ
た

牢
獄
の
人
「
ぎ
ゃ
ー
」

ゼ
ル
ダ
「
ま
た
ワ
ー
ブ
で
す
か
．
．
．
．
．
」

フ
ァ
ル
コ
ン
「
．
．
．
．
．
．
」

感
想
お
願
い
し
ま
す
！
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
４
（
前
書
き
）

逃
走
中
今
日
で
完
結
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
４

ル
イ
ー
ジ
「
ハ
ン
タ
ー
６
体
っ
て
、
し
か
も
エ
リ
ア
最
初
の
半
分
い
か
だ
し
．
．

．
．
．
．
．
」

ゲ
ー
ム
残
り
時
間
１
５
分

て
ぅ
る
る
る
る
る
る
メ
ー
ル
だ

通
達

ゲ
ー
ム
も
４
分
の
３
が
終
了
し
た
改
め
て
残
っ
て
い
る
逃
走
者
を
伝
え
る
！

ル
イ
ー
ジ

ピ
ー
チ

ス
ネ
ー
ク

フ
ァ
ル
コ

デ
ィ
デ
ィ
ー

フ
ァ
ル
コ
ン

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ

し
ら

無
幻
∞
の
９
名
だ

ス
ネ
ー
ク
「
こ
れ
か
ら
が
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
だ
！
」

フ
ァ
ル
コ
「
後
９
人
．
．
．
．
．
」

て
ぅ
る
る
る
る
る
る
る
メ
ー
ル
だ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
４

ピ
ー
チ
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
４
？
」

ミ
ッ
シ
ョ
ン
４

ゲ
ー
ム
残
り
時
間
５
分
ま
で
三
階
二
階
一
階
を
解
放
す
る
、
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
１

の
封
印
さ
れ
た
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
中
に
通
報
部
隊
が
設
置
さ
れ
た
彼
ら
は
ゲ

ー
ム
残
り
時
間
５
分
に
放
出
さ
れ
逃
走
エ
リ
ア
ま
で
や
っ
て
来
て
逃
走
者
の
位

置
情
報
を
ハ
ン
タ
ー
に
伝
え
る

フ
ァ
ル
コ
「
は
ー
」

阻
止
す
る
に
は
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
レ
バ
ー
を
今
度
は
上
げ
な
い
と
い
け
な
い
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そ
し
て
ゲ
ー
ム
残
り
時
間
五
分
に
一
階
二
階
三
階
に
い
た
場
合
は
強
制
失
格
に

な
る

ル
イ
ー
ジ
「
え
っ
と
」

ル
イ
ー
ジ
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
の
結
果
メ
ー
ル
を
見
る

ル
イ
ー
ジ
「
え
っ
と
ハ
ン
タ
ー
放
出
三
体
だ
か
ら
通
報
部
隊
は
１
２
体
！
早
く

行
か
な
く
ち
ゃ
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
行
く
ぞ
」

二
人
「
お
ー
」

し
ら
「
で
も
」

二
人
「
な
に
？
」

し
ら
「
残
り
時
間
六
分
に
は
戻
っ
て
こ
よ
う
Ｏ
Ｋ
？
」

二
人
「
Ｏ
Ｋ
！
」

ち
な
み
に
逃
走
者
全
員
が
阻
止
に
向
か
う
よ
う
だ
．
．
．
．
．
．
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
４
（
後
書
き
）

牢
獄
Ｄ
Ｅ
ト
ー
ク

キ
ノ
ピ
オ
「
何
人
失
格
に
な
る
か
な
̃

フ
フ
フ
フ
」

捕
ま
っ
た
人
達
「
（
黒
い
．
．
．
．
．
）
」

感
想
、
評
価
お
願
い
し
ま
す
！
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
４
　
通
達
（
前
書
き
）

通
達
の
内
容
は
．
．
．
．
．
．
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
４
　
通
達

ル
イ
ー
ジ
「
ヒ
ン
ト
ほ
し
い
な
～
」

て
ぅ
る
る
る
る
る
る
る
メ
ー
ル
だ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
４
ヒ
ン
ト
通
達

ル
イ
ー
ジ
「
ラ
ッ
キ
ー
！
」

封
印
さ
れ
て
い
る
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
（
通
報
部
隊
が
入
っ
た
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
）

は
一
階
に
５
個

二
階
に
２
個
三
階
、
四
階
に
１
つ
ず
つ
五
階
に
３
個
だ
！
そ
し
て
１
つ
封
印
す

る
ご
と
に
メ
ー
ル
を
送
る

ル
イ
ー
ジ
「
あ
り
が
た
い
な
～
」

ル
イ
ー
ジ
「
お
っ
？
」

ガ
シ
ャ
ン

て
ぅ
る
る
る
る
る
る
メ
ー
ル
だ

五
階
の
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
が
１
つ
封
印
さ
れ
た

て
ぅ
る
る
る
る
る
メ
ー
ル
だ

ル
イ
ー
ジ

五
階
は
ぼ
く
に
任
せ
て
！

フ
ァ
ル
コ
「
Ｏ
Ｋ
っ
て
キ
ャ
ー
」

フ
ァ
ル
コ
確
保
残
り
８
名

て
ぅ
る
る
る
る
る

ス
ネ
ー
ク
「
お
っ
ま
た
か
！
」

フ
ァ
ル
コ
確
保
残
り
８
名

ス
ネ
ー
ク
「
．
．
．
．
．
．
．
．
．
」

ル
イ
ー
ジ
「
ま
た
あ
っ
た
」

二
階

ピ
ー
チ
「
や
っ
た
わ
！
」

ス
ネ
ー
ク
「
あ
っ
た
ぞ
！
」
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一
階

フ
ァ
ル
コ
ン
、
デ
ィ
デ
ィ
ー
「
あ
っ
た
！
」

ガ
シ
ャ
ン
×
５

て
ぅ
る
る
る
る
る

ル
イ
ー
ジ
、
ピ
ー
チ
、
ス
ネ
ー
ク
、
フ
ァ
ル
コ
ン
、
デ
ィ
デ
ィ
ー
が
ハ
ン
タ
ー

Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
封
印
し
た
そ
し
て
二
階
の
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
が
全
て
封
印
さ
れ
た
！

ゲ
ー
ム
残
り
時
間
１
０
分
．
．
．
．
．
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
４
　
通
達
（
後
書
き
）

牢
獄
Ｄ
Ｅ
ト
ー
ク

フ
ァ
ル
コ
「
ち
っ
」

キ
ノ
ピ
オ
「
ド
リ
ン
ク
で
す
！
」

フ
ァ
ル
コ
「
ど
ー
も
．
．
．
．
．
」

感
想
、
評
価
お
願
い
し
ま
す
！



76

ミ
ッ
シ
ョ
ン
４
（
前
書
き
）

こ
の
小
説
も
と
う
と
う
２
０
連
載
め
．
．
．
．
．
．
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
４

ス
ネ
ー
ク
「
そ
う
い
え
ば
ハ
ン
タ
ー
と
会
わ
な
い
な
ー
」

ス
ネ
ー
ク
は
Ｏ
Ｐ
ゲ
ー
ム
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
１
以
外
ハ
ン
タ
ー
を
見
て
い
な
い

ス
ネ
ー
ク
「
し
か
も
俺
、
冷
凍
銃
持
っ
て
る
し
」

ス
ネ
ー
ク
は
Ｏ
Ｐ
ゲ
ー
ム
で
冷
凍
銃
を
も
ら
っ
て
い
る

ス
ネ
ー
ク
「
ハ
ン
タ
ー
に
も
会
わ
な
い
し
、
見
つ
か
っ
て
も
逃
げ
れ
ば
い
い
し

無
理
な
ら
冷
凍
銃
使
え
ば
い
い
し
」

ス
ネ
ー
ク
は
一
番
逃
走
成
功
に
近
い
逃
走
者
だ

ス
ネ
ー
ク
「
お
っ
」

ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
封
印

て
ぅ
る
る
る
る
る
メ
ー
ル
だ

ス
ネ
ー
ク
が
三
階
の
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
封
印
し
た
た
め
、
三
階
の
ハ
ン
タ
ー

Ｂ
Ｏ
Ｘ
は
す
べ
て
封
印
さ
れ
た

ル
イ
ー
ジ
「
ぼ
ー
く
も
」

本
部
「
い
ち
い
ち
メ
ー
ル
う
つ
の
め
ん
ど
い
な
～
」

マ
ス
ハ
ン

て
ぅ
る
る
る
る
る
メ
ー
ル
だ

ル
イ
ー
ジ
が
五
階
の
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
封
印
し
た
た
め
五
階
の
ハ
ン
タ
ー
Ｂ

Ｏ
Ｘ
が
す
べ
て
封
印
さ
れ
た

ゲ
ー
ム
残
り
時
間
９
分

て
ぅ
る
る
る
る
る
る
メ
ー
ル
だ

フ
ァ
ル
コ
ン
「
ん
？
メ
ー
ル
が
３
つ
？
」

メ
ー
ル
１

ピ
ー
チ
に
よ
り
三
階
の
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
が
封
印
し
た
た
め
三
階
の
ハ
ン
タ
ー

Ｂ
Ｏ
Ｘ
が
全
て
封
印
さ
れ
た
！

フ
ァ
ル
コ
ン
「
お
ー
、
次
は
、
」

ピ
ー
チ
確
保
残
り
７
名

フ
ァ
ル
コ
ン
「
は
ー
？
」

時
は
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
３
０
秒
程
前
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ピ
ー
チ
「
ら
ん
ら
ら
ら
ん
ら
ん
ら
ー
ん
」

ピ
ー
チ
は
歌
っ
て
い
た
が

ピ
ー
チ
「
ハ
ン
タ
ー
！
」

ハ
ン
タ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
）
に
見
つ
か
っ
た

ハ
ン
タ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
）
「
ぬ
お
ー
ー
ー
ー
」

ピ
ー
チ
「
は
ぁ
は
ぁ
．
．
．
．
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
だ
！
」

ハ
ン
タ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
）
「
久
々
の
出
番
だ
ー
ー
」

ガ
シ
ャ
ン

ポ
ン

ピ
ー
チ
確
保
残
り
７
名

フ
ァ
ル
コ
ン
「
君
の
確
保
は
無
駄
に
は
し
な
い
！
．
．
．
．
．
で
３
つ
め
は
？
」

ミ
ッ
シ
ョ
ン
４
途
中
経
過

残
っ
て
い
る
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
は

一
階

３
個

四
階

１
個
の
計
４
個
だ
！

ル
イ
ー
ジ
「
一
階
に
い
る
人
頑
張
っ
て
．
．
．
．
．
．
．
．
！
」
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
４
（
後
書
き
）

キ
ノ
ピ
オ
「
姫
．
．
．
．
．
」

マ
リ
オ
「
捕
ま
え
た
ハ
ン
タ
ー
だ
れ
だ
ー
ボ
コ
ボ
コ
に
し
て
や
る
ー
ー
ー
」

ク
ッ
パ
「
燃
や
し
て
や
る
ー
」
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
４

ル
イ
ー
ジ
「
四
階
へ
行
っ
て
四
階
の
最
後
の
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
．
．
．
．
．
」

一
階

作
者
三
人
「
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
は
ど
こ
だ
ー
」

全
く
違
う
場
所
に
い
る
の
に
同
じ
事
を
言
う
三
人
．
．
．
．
．

ゲ
ー
ム
残
り
時
間
７
分

デ
ィ
デ
ィ
ー
「
ハ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
は
ど
こ
だ
ー
」

そ
し
て

作
者
三
人
は
合
流
し
た

し
ら
「
ど
こ
に
も
な
い
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
諦
め
る
か
．
．
．
．
」

無
幻
∞
「
よ
～
し
撤
退
だ
．
．
．
．
．
ハ
ン
タ
ー
！
」

二
人
「
え
ー
ー
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
俺
が
お
と
り
に
な
る
。
だ
か
ら
早
く
四
階
へ
！
」

二
人
「
Ｏ
Ｋ
わ
か
っ
た
」

二
人
は
走
っ
て
い
っ
た

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
ぬ
お
ー
ー
ー
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
は
走
る
だ
か
．
．
．
．
．

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
は
ぁ
は
ぁ
ぜ
ぇ
ぜ
ぇ
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
は
足
は
遅
い
体
力
は
な
い

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
ち
っ
」

ポ
ン

ゲ
ー
ム
残
り
時
間
６
分
１
７
秒
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
自
首
成
立
６
５
万
７
６
０
０
ベ

ル
獲
得

残
り
逃
走
者
６
名

て
ぅ
る
る
る
る
る
メ
ー
ル
だ

し
ら
「
ま
さ
か
」

無
幻
∞
「
い
や
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
！
」
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そ
し
て
メ
ー
ル
は

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
ハ
ン
タ
ー
に
追
い
詰
め
ら
れ
確
保
さ
れ
る
ギ
リ
ギ
リ
で
自
首
ボ

タ
ン
を
押
し
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
自
首
成
立
６
５
万
７
６
０
０
ベ
ル
獲
得

作
者
二
人
「
．
．
．
．
．
．
．
．
．
」

残
っ
て
い
る
逃
走
者
「
．
．
．
．
．
．
．
．
．
」

ゲ
ー
ム
残
り
時
間
６
分
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
４
（
後
書
き
）

キ
ノ
ピ
オ
「
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
ハ
ン
タ
ー
に
追
い
詰
め
ら
れ
確
保
さ
れ
る
ギ
リ
ギ

リ
で
自
首
ボ
タ
ン
を
押
し
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
自
首
成
立
６
５
万
７
６
０
０
ベ
ル
獲

得
！
」

捕
ま
っ
た
人
た
ち
「
．
．
．
．
．
．
．
」

マ
リ
オ
（
俺
も
自
首
す
れ
ば
よ
か
っ
た
！
）

感
想
待
っ
て
ま
す

次
回
ミ
ッ
シ
ョ
ン
４
終
了



83

ミ
ッ
シ
ョ
ン
４
終
了
（
前
書
き
）

ミ
ッ
シ
ョ
ン
４
終
了
が
し
ま
す
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
４
終
了

デ
ィ
デ
ィ
ー
「
急
い
で
戻
ら
な
い
と
！
」

フ
ァ
ル
コ
ン
「
時
間
が
な
～
い
戻
ら
な
い
と
」

ミ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
３
０
秒
前

強
制
失
格
を
ま
ぬ
が
れ
て
い
る
者
は

ル
イ
ー
ジ

ス
ネ
ー
ク

し
ら

無
幻
∞
の
四
人
だ
そ
し
て

？
？
？
「
ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
っ
た
ー
」

そ
し
て

？
？
？
「
く
そ
ー
間
に
合
わ
な
か
っ
た
」

間
に
合
っ
た
？
？
？
は

フ
ァ
ル
コ
ン
だ

そ
し
て

デ
ィ
デ
ィ
ー
「
く
そ
ー
」

デ
ィ
デ
ィ
ー
強
制
失
格
残
り
５
名

そ
し
て
残
っ
た
逃
走
者
は
５
名
そ
し
て

て
ぅ
る
る
る
る
る
メ
ー
ル
だ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
結
果

三
体
の
通
報
部
隊
が
放
出
さ
れ
た

ル
イ
ー
ジ
「
三
体
も
ー
！
」

そ
し
て
エ
リ
ア
に
戻
れ
な
か
っ
た
た
め
デ
ィ
デ
ィ
強
制
失
格
逃
走
者
残
り
５
名

次
回
改
め
て
逃
走
者
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
エ
リ
ア
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
ハ
ン
タ
ー
紹
介
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
４
終
了
（
後
書
き
）

牢
獄
Ｄ
Ｅ
ト
ー
ク

キ
ノ
ピ
オ
「
デ
ィ
デ
ィ
強
制
失
格
」

ド
ン
キ
ー
「
デ
ィ
デ
ィ
を
確
保
し
た
ハ
ン
タ
ー
絶
対
許
さ
な
い
」

牢
獄
メ
ン
バ
ー
（
い
や
強
制
失
格
だ
か
ら
）
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逃
走
者
、
ル
ー
ル
、
ハ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
紹
介
（
前
書
き
）

後
五
分
で
す
け
ど
ゲ
ー
ム
を
一
時
中
断
し
逃
走
者
紹
介
を
し
ま
す
！
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逃
走
者
、
ル
ー
ル
、
ハ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
紹
介

ル
イ
ー
ジ

目
標
は
逃
走
成
功
場
合
に
よ
っ
て
は
自
首

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
意
気
込
み
を
！
」

ル
イ
ー
ジ
「
兄
さ
ん
の
分
も
頑
張
る
よ
！
」

ア
イ
テ
ム

無
敵
サ
ン
グ
ラ
ス
所
持

ス
ネ
ー
ク

目
標
逃
走
成
功

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
意
気
込
み
を
！
」

ス
ネ
ー
ク
「
も
ち
ろ
ん
逃
走
成
功
だ
」

ア
イ
テ
ム

冷
凍
銃
所
持

フ
ァ
ル
コ
ン

目
標
逃
走
成
功

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
意
気
込
み
を
！
」

フ
ァ
ル
コ
ン
「
も
ち
ろ
ん
逃
走
成
功
だ
！
」

ア
イ
テ
ム

無
し

し
ら

目
標
逃
走
成
功

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
意
気
込
み
を
！
」

し
ら
「
逃
走
成
功
！
」

ア
イ
テ
ム

無
し

無
幻
∞

目
標
逃
走
成
功

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
意
気
込
み
を
！
」
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無
幻
∞
「
や
っ
ぱ
り
逃
走
成
功
だ
ろ
！
」

ア
イ
テ
ム

無
し

エ
リ
ア

ゲ
ー
ム
開
始
直
後
は
東
京
ド
ー
ム
１
２
個
分

現
在
は
東
京
ド
ー
ム
４
個
分

最
初
の
３
分
の
１
の
広
さ
し
か
な
い

ハ
ン
タ
ー

現
在
ハ
ン
タ
ー
は
６
体

だ
が
ス
ネ
ー
ク
が
持
っ
て
い
る
冷
凍
銃
を
使
え
ば
ハ
ン
タ
ー
は
５
体
に
な
る

そ
の
他

通
報
部
隊

ミ
ッ
シ
ョ
ン
４
で
追
加
さ
れ
た
通
報
部
隊
が
三
体
い
る
彼
ら
は
逃
走
者
を
見
つ

け
る
と
笛
を
吹
き
逃
走
者
の
位
置
情
報
を
ハ
ン
タ
ー
に
伝
え
る

裏
切
り
者

裏
切
り
者
の
ル
イ
ー
ジ
が
い
る
が
通
報
は
し
な
い
よ
う
だ

次
回
残
り
５
分
か
ら
ス
タ
ー
ト
！
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逃
走
者
、
ル
ー
ル
、
ハ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
紹
介
（
後
書
き
）

牢
獄
Ｄ
Ｅ
ト
ー
ク

キ
ノ
ピ
オ
「
後
誰
が
捕
ま
る
か
な
～
」

確
保
、
自
首
し
た
人
た
ち

「
（
く
っ
黒
い
）
」
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残
り
５
分
か
ら
３
分
ま
で
（
前
書
き
）

逃
走
中
次
回
ゲ
ー
ム
終
了
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残
り
５
分
か
ら
３
分
ま
で

ゲ
ー
ム
残
り
時
間
５
分

１
９
名
い
た
逃
走
者
も
後
五
名
と
な
っ
た
．
．
．
．
．

フ
ァ
ル
コ
ン
「
頑
張
る
ぞ
．
．
．
．
ハ
ン
タ
ー
！
」

し
か
し
ハ
ン
タ
ー
だ

フ
ァ
ル
コ
ン
「
う
ぉ
ー
ー
」

フ
ァ
ル
コ
ン
は
ハ
ン
タ
ー
を
何
と
か
ま
い
た
が
フ
ァ
ル
コ
ン
を
お
っ
た
ハ
ン
タ

ー
が
逃
走
者
を
と
ら
え
た
そ
れ
は

無
幻
∞
だ

無
幻
∞
「
俺
ー
」

ポ
ン

無
幻
∞
確
保
残
り
４
名

そ
し
て

フ
ァ
ル
コ
ン
「
は
ぁ
は
ぁ
ぜ
ぇ
ぜ
ぇ
」

そ
の
時
！

通
報
部
隊
が
フ
ァ
ル
コ
ン
を
発
見
し
！

ピ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

フ
ァ
ル
コ
ン
「
不
味
い
」

ハ
ン
タ
ー
が
来
た
そ
れ
は
先
程
フ
ァ
ル
コ
ン
を
追
い
無
幻
∞
さ
ん
を
確
保
し
た

あ
の
ハ
ン
タ
ー
だ

フ
ァ
ル
コ
ン
「
無
理
だ
」

ポ
ン

フ
ァ
ル
コ
ン
確
保
残
り
３
名

て
ぅ
る
る
る
る
る
メ
ー
ル
だ

無
幻
∞
、
通
報
部
隊
の
通
報
に
よ
り
フ
ァ
ル
コ
ン
確
保
残
り
３
名

ル
イ
ー
ジ
「
不
味
い
！
」

ゲ
ー
ム
残
り
時
間
３
分
．
．
．
．
．



92

残
り
５
分
か
ら
３
分
ま
で
（
後
書
き
）

牢
獄
Ｄ
Ｅ
ト
ー
ク

キ
ノ
ピ
オ
「
お
疲
れ
ー
ド
リ
ン
ク
で
す
」

二
人
「
ど
ー
も
」

マ
リ
オ
「
と
こ
ろ
で
こ
の
ド
リ
ン
ク
何
？
」

キ
ノ
ピ
オ
「
ゲ
ー
ム
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
ウ
ォ
ッ
チ
の
と
サ
ム
ス
の
お
店
の
ド
リ
ン
ク
」

全
員
「
は
っ
？
」

次
回
ゲ
ー
ム
終
了
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ゲ
ー
ム
終
了
（
前
書
き
）

つ
い
に
ゲ
ー
ム
終
了
！
そ
し
て
．
．
．
．
．
．
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ゲ
ー
ム
終
了

ゲ
ー
ム
残
り
３
分

ル
イ
ー
ジ
は
焦
っ
て
い
た
何
故
な
ら

行
き
止
ま
り
に
い
る
し
か
も
！
前
方
に
ハ
ン
タ
ー
そ
し
て

ハ
ン
タ
ー
見
つ
か
っ
た

ル
イ
ー
ジ
「
く
そ
ー
」

カ
シ
ャ

ハ
ン
タ
ー
「
？
？
？
」

ル
イ
ー
ジ
は
無
敵
サ
ン
グ
ラ
ス
を
使
っ
た

ル
イ
ー
ジ
「
と
り
あ
え
ず
逃
げ
よ
う
！
」

そ
し
て
ゲ
ー
ム
残
り
時
間
２
分

し
ら
「
ス
ネ
ー
ク
！
」

ス
ネ
ー
ク
「
し
ら
か
俺
の
近
く
に
い
ろ
」

し
ら
「
な
ぜ
？
」

ス
ネ
ー
ク
「
こ
れ
を
持
っ
て
い
る
か
ら
だ
」

ス
ネ
ー
ク
は
冷
凍
銃
を
出
す

し
ら
「
心
強
い
」

ゲ
ー
ム
残
り
時
間
１
分

ル
イ
ー
ジ
「
げ
っ
ハ
ン
タ
ー
で
も
ま
だ
ば
れ
て
い
な
い
用
だ
」

残
り
３
０
秒

全
員
「
見
つ
か
っ
た
」

ル
イ
ー
ジ
「
う
お
ー
ー
ー
ー
」

ル
イ
ー
ジ
は
う
ま
く
巻
い
た

ス
ネ
ー
ク
は

ス
ネ
ー
ク
「
く
ら
え
」

プ
シ
ュ
ー

ハ
ン
タ
ー
１
体
消
滅

し
ら
「
こ
れ
ソ
ニ
ッ
ク
じ
ゃ
ん
」
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ハ
ン
タ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
）
（
蛇
後
で
ぶ
っ
飛
ば
す
）

牢
獄
メ
ン
バ
ー

１
０

９８７６５４３２１逃
走
成
功
者

ル
イ
ー
ジ

し
ら

ス
ネ
ー
ク

牢
獄
メ
ン
バ
ー

「
お
め
で
と
う
♪
」

逃
走
成
功
者
「
イ
ー
エ
イ
」

マ
ス
ハ
ン

「
お
め
で
と
う
！
７
２
万
ベ
ル
だ
」

三
人
「
や
っ
た
ー
」

Ｐ
Ｍ
１
０
：
０
０
と
言
う
こ
と
は
？

ウ
イ
ー
ン
ガ
シ
ャ
ン

ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド

全
員
「
な
ん
だ
？
」

マ
ス
ハ
ン
「
逃
げ
ろ
お
ま
え
ら
！
」

全
員
「
な
ぜ
？
」

マ
ス
ハ
ン
「
い
い
か
ら
早
く
」

全
員
「
わ
か
っ
た
わ
か
っ
た
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ん
な
ん
だ
？
」

そ
れ
は
タ
ヌ
キ
デ
パ
ー
ト
に
来
た
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
だ

お
ば
ち
ゃ
ん
「
大
安
売
り
よ
ー
」

お
ば
ち
ゃ
ん
「
こ
れ
は
私
の
よ
ー
！
」

お
ば
ち
ゃ
ん
「
い
い
え
渡
さ
な
い
わ
よ
ー
」

全
員
「
．
．
．
．
．
．
帰
ろ
」

逃
走
中
終
了
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ゲ
ー
ム
終
了
（
後
書
き
）

一
方
そ
の
頃

ソ
ニ
ッ
ク
「
動
け
な
い
」

ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド

ソ
ニ
ッ
ク
「
何
！
」

ソ
ニ
ッ
ク
は
吹
っ
飛
ば
さ
れ
た

ソ
ニ
ッ
ク
「
キ
ャ
ー
ー
」

め
で
た
し
め
で
た
し

ソ
ニ
ッ
ク
「
め
で
た
く
ね
ー
よ
」

感
想
待
っ
て
ま
す
！
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と
り
あ
え
ず
マ
ン
シ
ョ
ン
に
戻
ろ
う
！
（
前
書
き
）

と
り
あ
え
ず
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
！
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と
り
あ
え
ず
マ
ン
シ
ョ
ン
に
戻
ろ
う
！

マ
ス
ハ
ン
「
と
り
あ
え
ず
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
も
ど
る
か
！
」

全
員
「
お
ー
」

マ
リ
オ
「
そ
う
言
え
ば
キ
ノ
ピ
オ
が
ゲ
ー
ム
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
ウ
ォ
ッ
チ
と
サ
ム
ス

が
ド
リ
ン
ク
作
っ
て
い
る
っ
て
聞
い
た
け
ど
、
本
当
か
？
」

キ
ノ
ピ
オ
「
じ
ゃ
、
行
く
？
」

全
員
「
い
こ
ー
」

い
っ
た
げ
ど
マ
ン
シ
ョ
ン
ま
で
戻
っ
て
き
た
と
思
っ
た
ら
！

キ
ノ
ピ
オ
「
こ
こ
で
す
！
」

そ
こ
に
は
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
た
。

？
？
？
「
誰
か
た
す
け
て
ー
」

マ
ス
ハ
ン
「
こ
の
声
は
ク
レ
イ
ジ
ー
」

ク
レ
ハ
ン
「
き
ゃ
ー
」

ど
す
っ

そ
こ
に
は
足
跡
が
た
く
さ
ん
あ
る
ク
レ
ハ
ン
が
倒
れ
て
い
た

全
員
「
．
．
．
．
．
．
．
．
」

ク
レ
ハ
ン
「
い
て
て
て
て
！
逃
走
中
や
っ
て
た
や
つ
ら
か
！
」

マ
ス
ハ
ン
「
ど
う
し
た
ん
だ
？
」

ク
レ
ハ
ン
「
い
や
～
そ
れ
が
」

話
は
さ
か
の
ぼ
る
事
３
０
分
前

ク
レ
ハ
ン
「
暇
」

ク
レ
ハ
ン
「
暇
」

ウ
ォ
ッ
チ
「
ア
ノ
ー
」

ク
レ
ハ
ン
「
な
ん
だ
？
」

ウ
ォ
ッ
チ
「
か
ふ
ぇ
開
キ
タ
イ
ン
デ
ス
ケ
ド
．
．
．
．
．
」

ク
レ
ハ
ン
「
カ
フ
ェ
ね
ぇ
～
．
．
．
．
．
よ
し
い
い
ぞ
」

ウ
ォ
ッ
チ
「
ア
リ
ガ
ト
ウ
ゴ
サ
イ
マ
ス
！
」
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ク
レ
ハ
ン
「
そ
ん
で
カ
フ
ェ
作
っ
て
み
た
ら
大
繁
盛
」

ル
イ
ー
ジ
「
そ
れ
で
」

ク
レ
ハ
ン
「
イ
ケ
メ
ン
の
ア
イ
ク
や
癒
し
系
キ
ャ
ラ
の
ピ
カ
チ
ュ
ウ
に
癒
さ
れ

た
り
か
わ
い
い
サ
ム
ス
（
ゼ
ロ
ス
ー
ツ
）
を
見
た
い
と
か
で
後
ド
リ
ン
ク
う
ま

い
ら
し
い
し
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
へ
ぇ
～
」

デ
ィ
デ
ィ
ー
「
行
こ
う
よ
」

ク
レ
ハ
ン
「
あ
の
中
を
か
？
」

大
勢
の
人
だ
か
り

デ
ィ
デ
ィ
ー
「
．
．
．
．
．
．
．
」
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と
り
あ
え
ず
マ
ン
シ
ョ
ン
に
戻
ろ
う
！
（
後
書
き
）

カ
フ
ェ
の
中

ア
イ
ク
「
か
っ
こ
い
い
だ
な
ん
て
」

マ
ル
ス
「
（
あ
の
ア
イ
ク
が
て
れ
て
る
！
）
」
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作
戦
会
議
そ
し
て
突
入
（
前
書
き
）

い
ざ
ス
マ
ブ
ラ
カ
フ
ェ
へ
！
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作
戦
会
議
そ
し
て
突
入

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
第
一
回
ス
マ
ブ
ラ
カ
フ
ェ
潜
入
会
議
を
行
い
ま
～
す
！
」

全
員
「
わ
～
」

特
に
ス
ネ
ー
ク
「
 

う
ぉ
ー
ー
ー
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
何
か
い
い
案
を
」

し
ら
「
強
行
突
破
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
そ
れ
は
、
タ
ヌ
キ
デ
パ
ー
ト
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
を
見
た
限

り
無
理
。
逆
に
ク
ン
ハ
ン
み
た
い
に
ふ
ま
れ
て
吹
っ
飛
ば
さ
れ
る
だ
ろ
う
！
」

全
員
「
成
る
程
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
全
員
た
だ
ち
に
考
え
ろ
！
」

全
員
「
サ
ー
イ
ェ
ッ
サ
ー
」

ス
ネ
ー
ク
「
お
い
作
者
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
次
作
者
っ
て
呼
ん
だ
ら
出
番
を
無
く
す
。
そ
れ
で
？
」

ス
ネ
ー
ク
「
裏
口
か
ら
行
っ
て
鍵
掛
か
っ
て
た
ら
、
中
か
ら
出
て
く
る
誰
か
を

待
っ
て
無
力
か
し
て
入
れ
ば
い
い
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
無
力
か
は
無
し
と
し
て
こ
の
意
見
に
賛
成
の
人
」

全
員
「
は
～
い
」

裏
口

竜
斗
「
鍵
か
か
っ
て
る
」

無
幻
∞
「
本
当
だ
」

ガ
シ
ャ

ゲ
ー
ム
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
ウ
ォ
ッ
チ
「
ア
ラ
皆
サ
ン
！
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
突
撃
！
」

全
員
「
わ
ー
」

中全
員
「
う
お
ー
ー
」
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中
は
極
普
通
の
カ
フ
ェ
だ
っ
た
お
ば
ち
ゃ
ん
で
溢
れ
て
る
意
外
は
．
．
．
．
．
．

営
業
時
間
午
前
１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
２
：
０
０
～
９
：
０
０

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
よ
し
俺
は
帰
る
」

ル
イ
ー
ジ
「
僕
も
中
見
え
た
し
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
す
い
ま
せ
ん
～
 

ト
ロ
ピ
カ
ル
ジ
ュ
ー
ス
持
ち
帰
り
で
３
０

個
」

全
員
「
（
注
文
し
て
る
）
」

マ
ル
ス
「
は
い
ど
う
ぞ
（
怒
）
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
ど
う
か
し
た
？
」

マ
ル
ス
「
ア
イ
ク
が
僕
よ
り
も
て
る
な
ん
て
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
．
．
．
．
．
．
．
ト
ロ
ピ
カ
ル
ジ
ュ
ー
ス
僕
の
お
ご
り
で
皆

さ
ん
ど
う
ぞ
ハ
ン
タ
ー
と
通
報
部
隊
の
方
も
ど
う
ぞ
」

全
員
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

マ
ス
ハ
ン
「
Ｐ
Ｍ
７
：
０
０
ま
で
解
散
」

全
員
「
は
～
い
」
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作
戦
会
議
そ
し
て
突
入
（
後
書
き
）

ピ
ー
チ
、
ゼ
ル
ダ
「
よ
し
皆
帰
っ
た
私
た
ち
こ
こ
で
働
き
た
い
ん
で
す
け
ど
」

ウ
ォ
ッ
チ
「
イ
イ
デ
ス
ヨ
時
給
９
０
０
ベ
ル
デ
頑
張
レ
バ
モ
ッ
ト
ア
ガ
リ
マ
ス

！
」

二
人
「
は
ー
い
」

店
員
が
ふ
え
た

感
想
、
評
価
待
っ
て
ま
す
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ル
イ
ー
ジ
の
新
し
い
仲
間
（
前
書
き
）

ル
イ
ー
ジ
に
ペ
ッ
ト
が
で
き
ま
す
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ル
イ
ー
ジ
の
新
し
い
仲
間

Ｐ
Ｍ
１
：
０
０
ル
イ
ー
ジ
は
散
歩
を
し
て
い
た

ル
イ
ー
ジ
「
ふ
ん
ふ
ふ
ん
ふ
ん
ふ
ふ
ふ
ー
ん
」

？
？
？
「
ワ
ン
ワ
ン
」

ル
イ
ー
ジ
「
な
ん
だ
？
」

？
？
？
は
捨
て
犬
だ

ル
イ
ー
ジ
「
え
っ
と
な
に
な
に
『
拾
っ
て
く
だ
さ
い
お
願
い
し
ま
す
オ
ス
と
メ

ス
一
匹
ず
つ
で
ま
だ
１
才
で
ト
イ
レ
の
し
つ
け
は
し
て
あ
り
ま
す
』
可
哀
想
に

捨
て
ら
れ
た
の
か
．
．
．
．
．
」

そ
し
て
マ
ス
ハ
ン
が
通
り
か
か
っ
た

マ
ス
ハ
ン
「
お
ぉ
ル
イ
ー
ジ
じ
ゃ
な
い
か
」

ル
イ
ー
ジ
「
マ
ス
ハ
ン
」

マ
ス
ハ
ン
「
何
だ
？
」

ル
イ
ー
ジ
「
あ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
っ
て
ペ
ッ
ト
か
っ
て
い
い
の
？
」

マ
ス
ハ
ン
「
い
い
ん
じ
ゃ
ね
」

ル
イ
ー
ジ
「
よ
か
っ
た
」

マ
ス
ハ
ン
「
な
ぜ
？
」

ル
イ
ー
ジ
「
捨
て
犬
二
匹
拾
っ
た
」

マ
ス
ハ
ン
「
へ
ぇ
ー
．
．
．
．
．
．
え
ー
ー
ー
ー
」

ル
イ
ー
ジ
「
よ
か
っ
た
な
～
」

マ
ス
ハ
ン
「
ち
ょ
っ
と
ま
っ
て
」

マ
ス
ハ
ン
は
電
話
し
た
相
手
は

て
ぅ
る
る
る
る
る

？
？
？
「
電
話
だ
は
い
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
で
す
」

り
ょ
う
き

マ
ス
ハ
ン
「
ル
イ
ー
ジ
が
犬
飼
い
た
い
っ
て
言
っ
て
る
ん
だ
け
ど
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
い
い
よ
俺
も
飼
っ
て
る
し
メ
ス
の
ダ
ッ
ク
ス
フ
ン
ド
」

マ
ス
ハ
ン
「
え
ー
ー
分
か
っ
た
切
る
は
」

ル
イ
ー
ジ
「
ど
う
だ
っ
て
」
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マ
ス
ハ
ン
「
Ｏ
Ｋ
」

ル
イ
ー
ジ
「
や
っ
た
ー
」

ル
イ
ー
ジ
に
ペ
ッ
ト
が
で
き
ま
し
た
！
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ル
イ
ー
ジ
の
新
し
い
仲
間
（
後
書
き
）

こ
れ
よ
り
活
動
報
告
で
ル
イ
ー
ジ
の
ペ
ッ
ト
の
名
前
を
皆
さ
ん
に
き
め
て
も
ら

お
う
と
思
い
ま
す
。

ユ
ー
ザ
じ
ゃ
な
い
方
は
感
想
で
！

締
め
切
り
今
日
の
午
後
２
：
０
０

場
合
に
よ
っ
て
は
延
長



110

施
設
紹
介

マ
ス
ハ
ン
「
全
員
呼
び
出
す
か
」

全
員
「
わ
っ
、
き
ゃ
ー
」

マ
ス
ハ
ン
「
全
員
来
た
か
」

全
員
「
何
だ
よ
右
手
袋
」

マ
ス
ハ
ン
「
．
．
．
．
．
．
え
っ
と
ま
ぁ
施
設
を
紹
介
す
る
ま
ず
君
た
ち
の
後

ろ
に
あ
る
の
が
Ｄ
マ
リ
オ
の
病
院
だ
」

全
員
「
へ
ー
」

マ
ス
ハ
ン
「
ワ
ー
プ
！
」

全
員
「
ぎ
ゃ
ー
」

港マ
ス
ハ
ン
「
こ
こ
が
港
だ
こ
こ
か
ら
ウ
ー
フ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
や
マ
リ
オ
カ
ー
ト

の
会
場
の
島
へ
行
け
る
」

全
員
「
へ
ー
」

ア
イ
ス
ク
ラ
イ
マ
ー
「
こ
の
望
遠
鏡
な
に
」

マ
ス
ハ
ン
「
除
く
か
？
ほ
れ
１
０
０
ベ
ル
」

ア
イ
ス
ク
ラ
イ
マ
ー
「
わ
ー
ウ
ー
フ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
だ
！
」

マ
ス
ハ
ン
「
じ
ゃ
次
行
く
か
ワ
ー
プ
」

全
員
「
ぎ
ゃ
ー
」

ウ
ー
フ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド

マ
ス
ハ
ン
「
何
だ
皆
ど
う
し
た
？
」

全
員
「
も
ぅ
だ
め
」

マ
ス
ハ
ン
「
こ
こ
で
も
ベ
ル
が
使
え
る
」

全
員
「
へ
ー
」

マ
ス
ハ
ン
「
ワ
ー
プ
！
」

全
員
「
ぎ
ゃ
ー
」

マ
ン
シ
ョ
ン
前

マ
ス
ハ
ン
「
解
散
」
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マ
ス
ハ
ン
が
解
散
と
言
う
と
同
時
に
ほ
と
ん
ど
が
倒
れ
Ｄ
マ
リ
オ
の
世
話
に
な

っ
た
．
．
．
．
．
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施
設
紹
介
（
後
書
き
）

短
い
な
～
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Ｐ
Ｍ
２
：
０
０

Ｐ
Ｍ
２
：
０
０
ル
イ
ー
ジ
の
部
屋

マ
ス
ハ
ン
「
そ
う
言
え
ば
、
犬
の
名
前
は
？
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
て
い
る
ル
イ
ー
ジ
「
オ
ス
が
ス
カ
イ
、
メ
ス
が
ム
ー
ン

で
す
」

マ
ス
ハ
ン
「
へ
ー
」

ル
イ
ー
ジ
「
お
っ
あ
っ
た
」

マ
ス
ハ
ン
「
な
に
が
」

ル
イ
ー
ジ
「
犬
の
飼
い
か
た
」

マ
ス
ハ
ン
「
金
あ
ん
の
か
」

ル
イ
ー
ジ
「
昨
日
マ
ス
ハ
ン
か
ら
貰
っ
た
１
０
０
万
ベ
ル
と
逃
走
成
功
で
貰
っ

た
７
２
万
ベ
ル
で
合
計
１
７
２
万
ベ
ル
あ
る
よ
。
」

マ
ス
ハ
ン
「
（
以
外
と
持
っ
て
る
な
！
）
」

ル
イ
ー
ジ
「
行
く
か
」

マ
ス
ハ
ン
「
ど
こ
へ
？
」

ル
イ
ー
ジ
「
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
」

Ｐ
Ｍ
２
：
３
０

ル
イ
ー
ジ
「
到
着
」

つ
い
た
の
は
普
通
の
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

ル
イ
ー
ジ
「
え
っ
と
、
ハ
ウ
ス
、
エ
サ
、
シ
ー
ツ
、
お
も
ち
ゃ
、
お
菓
子
、
リ

ー
ド
、
首
輪
、
布
団
、
ト
イ
レ
、
く
ら
い
か
な
？
」

マ
ス
ハ
ン
「
本
格
て
き
だ
な
」

ル
イ
ー
ジ
「
勿
論
！
」

レ
ジ

店
員
「
会
計
３
２
万
７
５
０
０
ベ
ル
で
す
」

ル
イ
ー
ジ
「
は
い
」

店
員
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

マ
ス
ハ
ン
「
多
い
な
」
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ル
イ
ー
ジ
「
マ
ス
ハ
ン
、
ワ
ー
プ
し
て
」

マ
ス
ハ
ン
「
わ
か
っ
た
、
ワ
ー
プ
！
」

Ｐ
Ｍ
２
：
４
５
マ
ン
シ
ョ
ン
前

ル
イ
ー
ジ
「
兄
さ
ん
！
物
運
ぶ
の
手
伝
っ
て
」

マ
リ
オ
「
＄
」

二
人
「
（
最
低
な
や
つ
）
」

ル
イ
ー
ジ
「
は
い
」

ル
イ
ー
ジ
は
１
０
０
０
ベ
ル
だ
し
た

マ
リ
オ
（
最
低
な
や
つ
）
「
Ｏ
Ｋ
」

３
：
０
０
ル
イ
ー
ジ
の
部
屋

ル
イ
ー
ジ
「
セ
ッ
ト
完
了
ス
カ
イ
、
ム
ー
ン
新
し
い
お
家
だ
よ
」

ス
カ
イ
、
ム
ー
ン
「
ワ
ン
ワ
ン
」

ル
イ
ー
ジ
の
部
屋
は
少
し
狭
く
な
っ
た
が
家
族
が
増
え
た
！
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Ｐ
Ｍ
２
：
０
０
（
後
書
き
）

感
想
待
っ
て
ま
す

人
気
な
い
な
～
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逃
げ
る
ス
ネ
ー
ク
（
前
書
き
）

逃
げ
ろ
ス
ネ
ー
ク
！
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逃
げ
る
ス
ネ
ー
ク

Ｐ
Ｍ
２
：
３
０

ス
ネ
ー
ク
「
何
か
な
い
か
な
」

マ
ス
ハ
ン
「
手
榴
弾
練
習
で
も
す
れ
ば
」

ス
ネ
ー
ク
「
そ
れ
は
い
い
」

Ｐ
Ｍ
３
：
０
０

ス
ネ
ー
ク
「
う
り
ゃ
ー
」

ス
ネ
ー
ク
は
野
球
場
で
手
榴
弾
練
習
を
し
て
い
た

ネ
ス
「
ス
ネ
ー
ク
投
げ
て
」

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
を
し
て
い
た
ネ
ス
だ

ス
ネ
ー
ク
「
わ
か
っ
た
い
く
ぞ
．
．
．
．
．
て
や
」

ス
ネ
ー
ク
「
し
ま
っ
た
あ
れ
野
球
ボ
ー
ル
じ
ゃ
な
く
て
手
榴
弾
だ
．
．
．
．
．
．

」ス
ネ
ー
ク
「
空
ぶ
れ
空
ぶ
れ
」

ネ
ス
「
て
や
ー
ー
」

ど
か
ー
ー
ー
ん

ネ
ス
「
．
．
．
．
．
．
．
．
」

ス
ネ
ー
ク
「
．
．
．
．
．
．
．
．
．
」

ネ
ス
「
こ
の
や
ろ
う
」

ス
ネ
ー
ク
「
逃
げ
ろ
！
」

Ｐ
Ｍ
３
：
３
０

ス
ネ
ー
ク
「
は
ぁ
は
ぁ
ぜ
ぇ
ぜ
ぇ
」

ネ
ス
「
一
斉
送
信
だ
」

て
ぅ
る
る
る
る
る
る

ワ
リ
オ
「
ネ
ス
か
ら
？
」

ピ
ー
チ
「
え
ー
と
」

マ
リ
オ
「
ス
ネ
ー
ク
が
」

ル
イ
ー
ジ
「
野
球
場
で
」
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サ
ム
ス
「
ボ
ー
ル
投
げ
」

ガ
ノ
ン
「
て
っ
て
言
っ
た
ら
」

フ
オ
ッ
ク
ス
「
手
榴
弾
を
」

カ
ー
ビ
ィ
「
投
げ
て
き
た
の
で
」

デ
デ
デ
「
捕
ま
え
て
」

メ
タ
ナ
イ
ト
「
ほ
し
い
」

ウ
ル
フ
「
捕
ま
え
た
ら
」

全
員
「
１
０
万
ベ
ル
を
あ
げ
る
！
」

ワ
リ
オ
「
金
の
た
め
に
」

ア
イ
ク
「
ま
ぁ
よ
く
わ
か
ん
な
い
け
ど
」

全
員
参
加
す
る
用
だ

ス
ネ
ー
ク
「
．
．
．
．
．
．
」

ネ
ス
「
全
員
参
加
す
る
だ
ろ
う
そ
し
て
ス
ネ
ー
ク
に
」

ス
ネ
ー
ク
「
何
々
『
午
後
９
：
０
０
ま
で
逃
げ
た
ら
チ
ャ
ラ
に
す
る
』
か
逃
げ

る
か
」

ス
ネ
ー
ク
逃
亡
生
活
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逃
げ
る
ス
ネ
ー
ク
（
後
書
き
）

感
想
気
軽
に
く
だ
さ
い
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ス
ネ
ー
ク
逃
亡
生
活

Ｐ
Ｍ
３
：
３
０

ス
ネ
ー
ク
「
多
分
あ
い
つ
ら
俺
に
メ
ー
ル
来
て
な
い
と
思
っ
て
い
る
な
～
と
り

あ
え
ず
自
宅
へ
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
よ
し
ス
ネ
ー
ク
以
外
に
送
信
」

ネ
ス
「
メ
ー
ル
だ
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
『
や
ぁ
皆
！
恐
ら
く
ス
ネ
ー
ク
を
素
手
で
捕
ま
え
る
の
は
無
理

だ
と
思
う
だ
か
ら
武
器
を
配
布
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
前
に
こ
い
。
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
』

ネ
ス
「
成
る
程
行
く
か
」

Ｐ
Ｍ
３
：
４
５

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
揃
っ
た
な
皆
の
者
こ
れ
を
つ
か
え
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
が
置
い
た
者
は

麻
酔
銃

捕
獲
用
ネ
ッ
ト

Ｇ
Ｐ
Ｓ
子
機

Ｇ
Ｐ
Ｓ
親
機

ウ
ー
フ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
行
き
チ
ケ
ッ
ト

ス
ー
パ
ー
ロ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
ト
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
ウ
ィ
ン
グ
ス
リ
ゾ
ー
ト
に
出
て
く

る
あ
れ
！
）

全
員
「
す
げ
ー
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
私
と
し
ら
と
竜
斗
と
無
幻
∞
が
本
部
で
指
揮
す
る
そ
れ
で
は

解
散
」

ス
ネ
ー
ク
「
あ
ん
な
武
器
ど
こ
か
ら
と
っ
て
き
た
ん
だ
」

ス
ネ
ー
ク
は
木
の
上
に
隠
れ
、
い
つ
も
持
っ
て
い
る
双
眼
鏡
、
敵
を
観
察
し
て

い
た
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ス
ネ
ー
ク
「
よ
し
自
宅
で
ス
ー
パ
ー
ロ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
ト
と
麻
酔
銃
、
Ｂ
Ｂ
弾
銃
、

後
段
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
こ
よ
う
」

残
り
５
時
間
１
５
分
．
．
．
．
．
．
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ス
ネ
ー
ク
逃
亡
生
活
（
後
書
き
）

ス
ネ
ー
ク
逃
げ
切
れ
る
か
！
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ス
ネ
ー
ク
ス
マ
村
脱
出
へ
（
前
書
き
）

ス
ネ
ー
ク
逃
げ
ろ
！
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ス
ネ
ー
ク
ス
マ
村
脱
出
へ

Ｐ
Ｍ
４
：
０
０

ス
ネ
ー
ク
「
自
宅
に
戻
る
が
な
ぜ
こ
ん
な
に
緊
張
す
る
ん
だ
！
」

ガ
シ
ャ

ス
ネ
ー
ク
「
武
器
調
達
成
功
！
」

そ
の
時
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン

ス
ネ
ー
ク
「
不
味
い
追
っ
て
だ
」

ス
ネ
ー
ク
は
自
分
の
部
屋
の
窓
か
ら
飛
び
降
り
た
．
．
．
．
．
．
．
四
階
だ
が

ス
ネ
ー
ク
「
ぬ
ぉ
ー
ー
ー
ー
」

ド
ス
ー
ー
ー
ー
ン
幸
い
き
ず
か
れ
な
か
っ
た

ス
ネ
ー
ク
「
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
だ
！
」

ス
ネ
ー
ク
は
そ
の
場
を
立
ち
去
っ
た

一
方
ス
ネ
ー
ク
の
部
屋
前

フ
ァ
ル
コ
ン
「
本
部
突
入
許
可
を
！
」

本
部
（
無
幻
∞
）
「
Ｏ
Ｋ
」

フ
ァ
ル
コ
ン
「
突
入
だ
ー
」

全
員
「
わ
ー
ー
ー
」

だ
が
し
か
し
．
．
．
．
．
．

全
員
「
い
な
い
？
」

マ
リ
オ
「
確
か
に
入
っ
た
の
を
見
た
ん
だ
よ
な
リ
ン
ク
？
」

リ
ン
ク
「
本
当
だ
よ
！
」

フ
ァ
ル
コ
ン
「
ま
さ
か
窓
か
ら
飛
び
降
り
た
の
か
？
」

窓
か
ら
下
を
見
る
と
何
か
が
落
ち
た
形
跡
が
あ
っ
た
！

ワ
リ
オ
「
く
そ
ー
逃
げ
ら
れ
た
」

マ
リ
オ
「
全
員
直
に
ス
ネ
ー
ク
を
捜
索
せ
よ
」

全
員
「
ラ
ジ
ャ
ー
」

港ス
ネ
ー
ク
「
ど
う
や
ら
ウ
ー
フ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
行
け
る
ぞ
！
」
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だ
か
し
か
し
こ
の
せ
い
で
ス
ネ
ー
ク
は
危
険
な
め
に
あ
う
事
に
な
る
．
．
．
．
．

．
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ス
ネ
ー
ク
ス
マ
村
脱
出
へ
（
後
書
き
）

感
想
気
軽
に
ど
う
ぞ
！
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ウ
ー
フ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
上
陸
し
か
し
．
．
．
．
．
．

Ｐ
Ｍ
５
：
０
０

ア
ナ
ウ
ン
ス
「
ウ
ー
フ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
に
到
着
致
し
ま
し
た
」

ス
ネ
ー
ク
「
お
え
ー
ー
ー
」

ス
ネ
ー
ク
は
酔
っ
て
い
た

ス
ネ
ー
ク
「
お
え
ー
ー
ー
」

一
方
ス
マ
村
港

マ
リ
オ
「
こ
う
言
う
者
で
す
が
」

店
員
「
手
帳
屋
さ
ん
で
す
か
！
（
古
い
な
ー
）

」マ
リ
オ
「
実
は
こ
の
男
を
捜
し
て
ま
し
て
」

店
員
「
い
や
僕
さ
っ
き
の
船
が
出
航
し
て
か
ら
の
勤
務
で
し
て
」

マ
リ
オ
「
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
見
せ
て
頂
い
て
も
い
い
で
す
か
？
」

店
員
「
い
い
で
す
よ
！
つ
い
て
き
て
く
だ
さ
い
」

５
分
後

マ
リ
オ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」

そ
し
て

マ
リ
オ
「
一
斉
送
信
！
」

て
ぅ
る
る
る
る
メ
ー
ル
だ

ピ
ー
チ
「
『
現
在
ス
ネ
ー
ク
は
ウ
ー
フ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
に
い
る
が
次
の
ウ
ー
フ

ー
ア
イ
ラ
ン
ド
行
き
の
船
は
Ｐ
Ｍ
６
：
３
０
か
ら
だ
そ
う
だ
。
全
員
集
合
！
』

だ
っ
て
！
」

Ｐ
Ｍ
５
：
３
０

マ
リ
オ
「
全
員
揃
っ
た
な
、
て
っ
と
り
早
く
行
く
方
法
が
あ
る
人
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
は
い
は
い
は
い
は
い
は
い
」

マ
リ
オ
「
ど
っ
ど
う
ぞ
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
僕
の
専
用
ク
ル
ー
ザ
ー
で
行
け
ば
い
い
」

全
員
「
（
ど
ん
だ
け
金
持
っ
て
ん
だ
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
）
」
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マ
リ
オ
「
決
定
」

Ｐ
Ｍ
５
：
４
５

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
ク
ル
ー
ザ
ー
出
航
！
」

ブ
ォ
ー
ー
ー
ー

ス
ネ
ー
ク
「
少
な
く
て
も
Ｐ
Ｍ
７
：
０
０
ま
で
は
安
全
だ
ろ
う
」
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ウ
ー
フ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
上
陸
し
か
し
．
．
．
．
．
．
（
後
書
き
）

マ
リ
オ
「
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
こ
の
ク
ル
ー
ザ
ー
な
ん
時
速
キ
ロ
で
る
の
む
こ
う
の

船
は
時
速
６
０
キ
ロ
だ
け
ど
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
今
時
速
１
２
０
キ
ロ
だ
け
ど
」

マ
リ
オ
「
３
０
分
で
つ
く
じ
ゃ
ね
ー
か
」

感
想
気
軽
に
ど
う
ぞ
！
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ス
マ
ブ
ラ
メ
ン
バ
ー
＋
作
者
ウ
ー
フ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
到
着
（
前
書
き
）

ス
ネ
ー
ク
危
う
し
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ス
マ
ブ
ラ
メ
ン
バ
ー
＋
作
者
ウ
ー
フ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
到
着

Ｐ
Ｍ
６
：
０
０

ス
ネ
ー
ク
「
Ｐ
Ｍ
７
：
０
０
ま
で
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
」

ス
ネ
ー
ク
は
現
在
一
本
杉
の
付
近
で
港
を
監
視
し
て
い
る

一
方

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
し
ら
さ
ん
ア
ナ
ウ
ン
ス
か
け
て
」

し
ら
「
Ｏ
Ｋ
」

キ
ー
ン
コ
ー
ン
カ
ー
ン
コ
ー
ン

し
ら
「
本
船
は
ま
も
な
く
ウ
ー
フ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
に
上
陸
し
ま
す
。
た
だ
地
に

準
備
し
て
く
だ
さ
い
」

ネ
ス
「
く
そ
蛇
め
取
っ
捕
ま
え
て
や
る
！
」

ス
ネ
ー
ク
「
ハ
ッ
ク
シ
ョ
ン
風
邪
か
な
」

ワ
リ
オ
「
く
そ
蛇
捕
ま
え
て
１
０
万
ベ
ル
」

ス
ネ
ー
ク
「
ハ
ッ
ク
シ
ョ
ン
風
邪
ひ
い
た
な
」

マ
リ
オ
「
１
０
万
ベ
ル
！
」

Ｐ
Ｍ
６
：
１
０

ス
ネ
ー
ク
「
む
っ
あ
れ
は
な
ん
だ
！
」

あ
れ
＝
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
の
ク
ル
ー
ザ
ー

ス
ネ
ー
ク
「
ま
じ
か
！
」

Ｐ
Ｍ
６
：
１
５

全
員
「
到
着
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
ス
ネ
ー
ク
を
確
保
せ
よ
！
」

全
員
「
ラ
ジ
ャ
ー
」

一
方

ス
ネ
ー
ク
「
ヤ
バ
イ
！
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
！
い
や
待
て
よ
Ｐ
Ｍ
７
：
０
０

の
船
で
戻
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
か
！
」

ス
ネ
ー
ク
に
明
日
は
あ
る
の
か
！
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ス
マ
ブ
ラ
メ
ン
バ
ー
＋
作
者
ウ
ー
フ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
到
着
（
後
書
き
）

次
回
最
終
回
！

の
一
つ
前
．
．
．
．
．

感
想
な
ど
待
っ
て
ま
す
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Ｐ
Ｍ
６
：
３
０
（
前
書
き
）

感
想
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

ど
な
た
で
も
書
け
ま
す
よ
！
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Ｐ
Ｍ
６
：
３
０

Ｐ
Ｍ
６
：
３
０

逃
げ
き
る
ま
で
２
時
間
３
０
分

ス
ネ
ー
ク
「
不
味
い
」

ス
ネ
ー
ク
は
場
所
を
移
動
し
た
が
焦
っ
て
い
た
現
在
レ
イ
ク
ピ
ア
キ
ャ
ッ
ス
ル

の
中
に
い
る
が
！

オ
リ
マ
ー
「
ス
ネ
ー
ク
さ
ん
い
ま
せ
ん
ね
ー
」

ウ
ル
フ
「
い
ね
ー
な
ー
」

近
く
に
オ
リ
マ
ー
と
ウ
ル
フ
が
い
る
の
だ

ス
ネ
ー
ク
「
う
ー
ん
．
．
．
．
！
」

ス
ネ
ー
ク
は
Ｂ
Ｂ
弾
銃
の
引
き
が
ね
を
ひ
い
た

ビ
ュ
ー
ン

ガ
サ
ッ
ガ
サ
ッ

二
人
「
あ
の
草
む
ら
に
．
．
．
．
．
．
」

二
人
「
せ
ー
の
」

ば
っ

二
人
「
何
も
な
い
」

ス
ネ
ー
ク
は
そ
の
す
き
に
滝
を
使
っ
て
下
に
降
り
た

ス
ネ
ー
ク
「
今
港
へ
い
っ
て
船
に
乗
る
と
恐
ら
く
３
０
分
の
間
に
船
に
乗
り
込

ん
で
く
る
だ
ろ
う
だ
か
ら
出
港
１
分
前
に
飛
び
乗
る
し
か
な
い
な
」

Ｐ
Ｍ
６
：
５
０
ス
ネ
ー
ク
家
の
上

ス
ネ
ー
ク
「
こ
こ
ま
で
た
く
さ
ん
の
犠
牲
を
出
し
た
．
．
．
．
．
」

こ
れ
ま
で
、
マ
リ
オ
、
ワ
リ
オ
、
デ
デ
デ
、
ク
ッ
パ
、
フ
オ
ッ
ク
ス
を
無
力
か

し
た
（
死
ん
で
は
な
い
麻
酔
で
眠
っ
て
い
る
だ
け
）

ス
ネ
ー
ク
「
麻
酔
は
後
１
０
本
Ｂ
Ｂ
弾
は
２
０
０
個
ス
ー
パ
ー
ロ
ケ
ッ
ト
ベ
ル

ト
の
燃
料
は
９
５
％
と
か
」

ポ
ケ
ト
レ
「
あ
れ
は
な
ん
だ
」

ス
ネ
ー
ク
「
（
不
味
い
！
）
」
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ポ
ケ
ト
レ
「
あ
っ
ス
ネ
ー
．
．
．
．
」

プ
ス
ッ

ポ
ケ
ト
レ
「
や
っ
と
見
つ
け
た
の
に
」

パ
タ
ン

６
：
５
９
　
３
０
秒

ス
ネ
ー
ク
「
今
だ
麻
酔
銃
用
意
完
了
突
撃
」

本
部
（
竜
斗
）
「
ス
ネ
ー
ク
だ
！
」

そ
の
場
に
い
る
全
員
「
な
に
！
」

そ
こ
に
い
る
の
は
竜
斗
、
リ
ン
ク
、
ピ
カ
チ
ュ
ウ
、
ピ
ー
チ
、
カ
ー
ビ
ィ
だ
！

ス
ネ
ー
ク
「
う
ぉ
ー
」

ス
ネ
ー
ク
は
竜
斗
を
無
力
か
し
た

そ
し
て

リ
ン
ク
「
く
そ
蛇
ー
」

ス
ネ
ー
ク
「
ド
ン
マ
イ
！
」

バ
タ
ン

ス
ネ
ー
ク
は
船
に
乗
っ
た

出
港
１
０
秒
前

ピ
ー
チ
「
連
絡
し
な
き
ゃ
」

ス
ネ
ー
ク
「
さ
せ
る
か
」

ス
ネ
ー
ク
は
Ｂ
Ｂ
弾
銃
を
う
ち
通
信
機
を
破
壊
し
た

そ
し
て
、
ピ
ー
チ
、
カ
ー
ビ
ィ
、
ピ
カ
チ
ュ
ウ
を
無
力
か
し
た

そ
の
場
に
は
倒
れ
た
５
人
が
い
た
．
．
．
．
．

次
回
最
終
回
！
ス
ネ
ー
ク
逃
げ
き
れ
る
か
！
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Ｐ
Ｍ
６
：
３
０
（
後
書
き
）

倒
れ
て
い
る
５
人
に
た
い
し
て

子
供
「
マ
マ
ー
へ
ん
な
人
た
ち
が
い
る
よ
！
」

マ
マ
「
し
っ
見
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
」

子
供
「
は
～
い
！
」

感
想
な
ど
待
っ
て
ま
す
！
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最
終
回
！
（
逃
げ
ろ
ス
ネ
ー
ク
編
）
（
前
書
き
）

最
終
回
で
す
！
ス
ネ
ー
ク
の
運
命
は
！
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最
終
回
！
（
逃
げ
ろ
ス
ネ
ー
ク
編
）

全
員
「
船
で
逃
げ
ら
れ
た
ー
！
」

リ
ン
ク
「
す
い
ま
せ
ん
」

カ
ー
ビ
ィ
「
で
も
さ
ス
マ
村
の
港
に
向
こ
う
の
船
が
Ｐ
Ｍ
８
：
０
０
に
つ
く
か

ら
先
回
り
す
れ
ば
い
い
じ
ゃ
ん
！
」

全
員
「
成
る
程
」

ワ
リ
オ
「
そ
う
と
わ
か
れ
ば
袋
の
ネ
ズ
ミ
」

子
リ
ン
「
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
さ
ん
ク
ル
ー
ザ
ー
だ
し
て
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
Ｏ
Ｋ
」

ぶ
ぉ
ー
Ｐ
Ｍ
７
：
１
０
分
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
の
ク
ル
ー
ザ
ー
出
港

こ
の
ま
ま
だ
と
ス
ネ
ー
ク
の
船
が
Ｐ
Ｍ
８
：
０
０
に
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
の
ク
ル
ー

ザ
ー
が
Ｐ
Ｍ
７
：
４
０
分
に
つ
く
の
で
ス
ネ
ー
ク
は
も
う
後
が
な
い

ス
ネ
ー
ク
「
お
っ
向
こ
う
の
が
出
港
し
た
か
こ
れ
か
ら
が
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
だ
！
」

Ｐ
Ｍ
７
：
４
０
分

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
全
員
配
置
に
つ
け
！
」

全
員
「
サ
ー
イ
エ
ッ
サ
ー
」

Ｐ
Ｍ
８
：
０
０
ブ
ォ
ー
ー
ー

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
気
お
つ
け
ろ
」

だ
が
乗
客
の
中
に
ス
ネ
ー
ク
の
姿
は
な
か
っ
た
！

し
ら
「
ど
う
い
う
事
だ
！
」

ネ
ス
「
な
ぜ
？
」

リ
ン
ク
「
確
か
に
乗
っ
て
た
の
に
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
も
う
一
度
ウ
ー
フ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
」

ス
ネ
ー
ク
は
ど
う
や
っ
て
脱
出
し
た
の
か
？

答
え
は
簡
単
ス
ネ
ー
ク
が
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
の
ク
ル
ー
ザ
ー
が
通
り
過
ぎ
た
の
を

確
認
し
て
ス
ー
パ
ー
ロ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
ト
で
船
か
ら
脱
出
し
た
の
だ
！

ス
ネ
ー
ク
「
バ
カ
め
！
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
の
ク
ル
ー
ザ
ー
が
来
る
の
は
Ｐ
Ｍ
８
：
３
０
な
の
で
ス
ネ
ー
ク
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は
実
質
後
３
０
分
逃
げ
れ
ば
い
い
の
だ
！

Ｐ
Ｍ
８
：
３
０

無
幻
∞
「
こ
の
ウ
ー
フ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
の
中
に
や
つ
（
ス
ネ
ー
ク
）
が
い
る
皆

の
も
の
か
か
れ
ー
！
」

Ｐ
Ｍ
８
：
４
５

ス
ネ
ー
ク
「
こ
こ
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
！
」

ス
ネ
ー
ク
は
全
員
が
ウ
ー
フ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
行
く
こ
と
を
予
想
し
て
今
は
ウ

ェ
ッ
ジ
島
（
だ
っ
け
？
）
に
い
る

一
方

「
全
然
い
ね
ー
」

等
の
声
が
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
か
ら
上
が
っ
て
い
る

Ｐ
Ｍ
８
：
５
９

ス
ネ
ー
ク
「
よ
っ
し
ゃ
逃
げ
き
り
だ
．
．
．
．
！
！
」

な
ん
と
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
い
た

マ
リ
オ
「
ま
て
ー
」

ル
イ
ー
ジ
「
行
け
ス
カ
イ
、
ム
ー
ン
」

ス
カ
イ
、
ム
ー
ン
「
ワ
ン
ワ
ン
！
」

５４３２１ス
ネ
ー
ク
「
よ
っ
し
ゃ
ー
」

だ
が
し
か
し

ス
カ
イ
、
ム
ー
ン
「
ワ
ン
ワ
ン
」

ガ
ジ
ガ
ジ

ス
ネ
ー
ク
「
ぎ
ゃ
ー
い
て
ー
ー
」

ス
ネ
ー
ク
は
逃
げ
き
っ
た

ス
ネ
ー
ク
は
電
話
し
た

ネ
ス
「
ス
ネ
ー
ク
か
ら
だ
」
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ス
ネ
ー
ク
「
あ
の
手
榴
弾
の
こ
と
は
誤
解
だ
。
だ
が
俺
は
逃
げ
き
っ
た
俺
の
勝

ち
だ
！
」

完
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最
終
回
！
（
逃
げ
ろ
ス
ネ
ー
ク
編
）
（
後
書
き
）

感
想
な
ど
待
っ
て
ま
す
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第
一
回
？
ス
マ
ブ
ラ
マ
ン
シ
ョ
ン
メ
ン
バ
ー
が
無
人
島
生
活

マ
ス
ハ
ン
「
ハ
ワ
イ
い
く
ぞ
♪
」

全
員
「
わ
ー
」

リ
ュ
カ
「
（
何
を
企
ん
で
る
だ
軍
手
）
」

Ｐ
Ｍ
１
０
：
０
０

ブ
オ
ー
ー
ー
ー
ー

そ
し
て
嵐
に
巻
き
込
ま
れ
る

全
員
「
ぎ
ゃ
ー
ー
ー
ー
ー
」

マ
リ
オ
「
こ
こ
は
？
」

無
人
島
だ
よ
！

マ
リ
オ
「
無
人
島
だ
よ
！
じ
ゃ
ね
ー
よ
！
」

ル
イ
ー
ジ
「
マ
ス
ハ
ン
の
手
紙
だ
」

『
や
ぁ
ど
ー
も
マ
ス
ハ
ン
だ
よ
☆
君
た
ち
に
は
５
日
間
無
人
島
で
す
ご
し
て
も

ら
う
！

５
日
間
頑
張
っ
て
！
５
日
た
っ
た
ら
迎
え
に
い
く
よ
☆
頑
張
っ
て
☆
』

全
員
「
ふ
ざ
け
ん
な
よ
軍
手
！
」

明
る
く
楽
し
い
無
人
島
生
活
の
始
ま
り
始
ま
り
！
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第
一
回
？
ス
マ
ブ
ラ
マ
ン
シ
ョ
ン
メ
ン
バ
ー
が
無
人
島
生
活
（
後
書
き
）

ス
マ
ブ
ラ
メ
ン
バ
ー
の
運
命
は
？
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一
日
目
午
後
（
前
書
き
）

と
り
あ
え
ず
状
況
整
理
な
ど



145

一
日
目
午
後

Ｐ
Ｍ
１
：
０
０

ル
イ
ー
ジ
「
全
員
集
合
」

全
員
「
わ
ー
」

ル
イ
ー
ジ
「
ま
ず
火
は
大
丈
夫
だ
か
ら
」

全
員
「
な
ぜ
？
」

ル
イ
ー
ジ
「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ボ
ー
ル
を
出
せ
ば
い
い
」

全
員
「
成
る
程
」

ル
イ
ー
ジ
「
次
水
」

ス
ネ
ー
ク
「
俺
が
海
水
ろ
か
装
置
を
作
る
」

ル
イ
ー
ジ
「
住
み
か
は
男
で
作
る
か
ら
女
で
食
料
を
調
達
し
て
！
」

全
員
「
Ｏ
Ｋ
！
」

Ｐ
Ｍ
２
：
０
０

男
組

ル
イ
ー
ジ
「
家
は
こ
こ
に
す
る
！
」

そ
こ
は
、
回
り
に
川
、
滝
、
海
や
木
の
実
の
な
る
木
、
が
あ
っ
て
ひ
と
つ
ぼ
０

バ
ナ
ナ
な
ど

円
！
！
！
！
超
お
得
と
な
っ
て
お
り
ま
す

男
「
成
る
程
！
！
」

家
の
場
所
決
定

女
子

ピ
ー
チ
「
キ
ノ
コ
が
生
え
て
る
！
！
」

ゼ
ル
ダ
「
こ
っ
ち
に
は
栗
が
！
！
」

な
ん
だ
か
ん
だ
で
！
Ｐ
Ｍ
７
：
０
０

ル
イ
ー
ジ
「
男
子
組
は
こ
の
よ
う
に
家
が
で
き
ま
し
た
」

女
子
組
「
わ
ー
ー
」

ピ
ー
チ
「
こ
っ
ち
は
キ
ノ
コ
、
栗
、
木
の
実
な
ど
な
ど
～
～
」

な
ん
だ
か
ん
だ
で
↑
お
い
っ
！

Ｐ
Ｍ
９
：
０
０
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ル
イ
ー
ジ
「
お
休
み
～
」

全
員
「
お
休
み
～
」

こ
う
し
て
夜
は
ふ
け
て
い
っ
た
～

１
日
目
終
了
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一
日
目
午
後
（
後
書
き
）

感
想
待
っ
て
ま
す
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２
日
目
午
前
（
前
書
き
）

２
日
目
午
前
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２
日
目
午
前

２
日
目
朝
Ｐ
Ａ
８
：
０
０

ル
イ
ー
ジ
「
暇
」

マ
リ
オ
「
暇
」

マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
は
暇
だ
そ
う
だ
！

ル
イ
ー
ジ
「
５
日
間
何
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
？
」

マ
リ
オ
「
さ
ぁ
ー
」

リ
ン
ク
「
一
緒
に
魚
と
り
に
行
こ
う
」

マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
「
Ｏ
Ｋ
」

海リ
ン
ク
「
あ
っ
も
う
み
ん
な
釣
っ
て
る
！
」

フ
ォ
ッ
ク
ス
「
ま
た
釣
れ
た
」

ア
イ
ク
「
お
っ
釣
れ
た
で
か
い
な
ロ
ボ
ッ
ト
こ
れ
は
な
ん
だ
？
」

ロ
ボ
ッ
ト
「
コ
レ
ハ
ま
ぐ
ろ
デ
ス
．
．
．
．
．
．
．
ま
ぐ
ろ
！
！
！
」

ア
イ
ク
「
へ
え
ー
」

全
員
「
（
何
で
マ
グ
ロ
が
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
ん
だ
よ
！
）
」

全
員
「
わ
ー
釣
れ
る
釣
れ
る
」

全
員
で
も
の
す
ご
い
量
の
魚
を
釣
っ
た

お
昼
ご
飯

全
員
で
釣
っ
た
魚
は
お
よ
そ
５
０
０
Ｋ
ｇ
↑
お
い
お
い

調
理
す
る
人
達
「
ひ
ー
ー
」

ス
ネ
ー
ク
「
そ
う
言
え
ば
海
水
ろ
か
装
置
使
っ
た
ら
塩
で
き
た
か
ら
や
る
よ
！
」

塩
Ｇ
Ｅ
Ｔ
！

マ
リ
オ
「
な
ぜ
英
語
？
」
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２
日
目
午
前
（
後
書
き
）

感
想
気
軽
に
ど
う
ぞ
！
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二
日
目
午
後

Ｐ
Ｍ
１
：
０
０

ル
イ
ー
ジ
「
い
た
だ
き
ま
す
」

全
員
「
い
た
だ
き
ま
ー
す
」

ワ
リ
オ
「
刺
身
う
め
～
～
～
～
」

ヨ
ッ
シ
ー
、
カ
ー
ビ
イ
「
バ
ク
バ
ク
バ
ク
バ
ク
バ
ク
バ
ク
」

全
員
「
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
」

そ
の
あ
と

ル
イ
ー
ジ
「
ど
ん
だ
け
食
っ
て
ん
だ
あ
い
つ
ら
」

マ
リ
オ
「
い
つ
も
こ
う
だ
ろ
！
」

デ
デ
デ
「
カ
ー
ビ
ィ
も
い
つ
も
こ
う
だ
ぞ
！
」

Ｐ
Ｍ
２
：
０
０

リ
ン
ク
「
川
い
く
ぞ
ー
ー
ー
」

マ
リ
オ
「
は
っ
は
い
」

ル
イ
ー
ジ
「
リ
ン
ク
や
け
に
張
り
切
っ
て
る
な
無
人
島
に
来
て
か
ら
」

川リ
ン
ク
「
う
お
ー
ー
」

全
員
「
何
興
奮
し
ち
ゃ
っ
て
ん
の
リ
ン
ク
？
」

リ
ン
ク
「
う
っ
せ
い
」

釣
れ
た
魚

サ
ケ

サ
ン
マ

ア
ユ

ニ
ジ
マ
ス

ラ
コ
ス
ケ
↑
？
？
？

コ
イ
キ
ン
グ
↑
な
ん
で
や
ね
ん
！

合
計
お
よ
そ
５
０
０
Ｋ
ｇ

リ
ン
ク
「
よ
っ
し
ぁ
大
漁
だ
～
」
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ル
イ
ー
ジ
「
（
ラ
コ
ス
ケ
と
コ
イ
キ
ン
グ
っ
て
．
．
．
．
．
．
．
．
．
）
」

Ｐ
Ｍ
７
：
０
０
～
～
～

調
理
す
る
ひ
と
達
「
ひ
～
～
」

５
０
０
Ｋ
ｇ
の
魚
そ
し
て
キ
ノ
コ
、
木
の
実
な
ど
を
調
理
す
る
考
え
た
だ
け
で

も
大
変
だ
！

Ｐ
Ｍ
８
：
０
０

全
員
（
一
部
を
の
ぞ
き
）
「
飯
ま
だ
～
」

サ
ム
ス
「
今
『
飯
ま
だ
～
』
っ
て
い
っ
た
や
つ
手
伝
え
さ
も
な
い
と
」

飯
ま
だ
～
っ
て
い
っ
た
人
達
「
わ
っ
わ
か
り
ま
し
た
」

Ｐ
Ｍ
９
：
０
０

ル
イ
ー
ジ
「
い
た
だ
き
ま
す
」

全
員
「
い
た
だ
き
ま
ー
す
」

今
日
の
メ
ニ
ュ
ー

秋
刀
魚
の
塩
焼
き

ア
ユ
の
塩
焼
き

ニ
ジ
マ
ス
の
塩
焼
き

な
ど
な
ど
～

ル
イ
ー
ジ
「
秋
は
秋
刀
魚
の
塩
焼
き
だ
よ
な
～
」

ヨ
ッ
シ
ー
、
カ
ー
ビ
ィ
「
う
お
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」

全
員
「
さ
っ
魚
が
ー
ー
」

５
０
０
Ｋ
ｇ
あ
っ
た
は
ず
の
魚
は
一
時
間
で
消
え
て
し
ま
っ
た
…
…
…
…
…
…

Ｐ
Ｍ
１
０
：
０
０

ル
イ
ー
ジ
「
お
休
み
ー
」

全
員
「
お
休
み
ー
」
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二
日
目
午
後
（
後
書
き
）

感
想
、
評
価
お
願
い
し
ま
ー
す
！
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三
日
目
午
前
（
前
書
き
）

ア
イ
ク
「
肉
食
べ
た
い
」
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三
日
目
午
前

ル
イ
ー
ジ
「
起
き
ろ
ー
」

Ｐ
Ａ
１
０
：
０
０

リ
ン
ク
「
今
日
は
海
と
川
で
行
動
は
ん
を

別
れ
て
魚
を
取
る
。
わ
か
っ
た
な
！
」

全
員
「
は
～
い
」

リ
ン
ク
「
シ
ャ
キ
ッ
ト
し
ろ
！
」

全
員
「
は
い
！
」

じ
ゃ
あ
最
初
は
川
を
み
よ
う

川リ
ン
ク
「
う
お
ー
ー
ー
」

海ア
イ
ク
「
こ
れ
は
マ
グ
ロ
っ
て
や
つ
か
今
日
三
匹
目
だ
な
」

マ
ル
ス
「
ど
ん
だ
け
～
」

川リ
ン
ク
「
あ
た
た
た
た
た
た
た
た
た
」

全
員
「
…
…
…
…
…
…
」

海
貝
Ｇ
Ｅ
Ｔ
部
隊

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
お
り
ゃ
ー
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
は
泳
ぎ
得
意
で
す
！

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
と
り
ゃ
ー
」

ル
イ
ー
ジ
「
よ
っ
と
…
…
…
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
す
ご
い
な
～
」

ア
イ
ク
「
タ
コ
だ
！
」

Ｐ
Ｍ
１
：
０
０

調
理
す
る
人
「
ひ
ー
ー
ー
ー
ー
」

全
員
（
一
部
を
除
き
）
「
が
ん
ば
れ
～
」
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サ
ム
ス
「
今
『
が
ん
ば
れ
～
』
っ
て
言
っ
た
や
つ
手
伝
え
さ
も
な
い
と
…
…
…

…
」

が
ん
ば
れ
～
っ
て
言
っ
た
や
つ
「
サ
ー
イ
エ
ッ
サ
ー
」
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三
日
目
午
前
（
後
書
き
）

感
想
待
っ
て
ま
す
！
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三
日
目
午
後
（
前
書
き
）

ゲ
ー
ム
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
ウ
ォ
ッ
チ
「
ア
ア
か
ふ
ぇ
ガ
…
…
…
」
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三
日
目
午
後

Ｐ
Ｍ
２
：
０
０

全
員
「
で
き
た
ー
」

ル
イ
ー
ジ
「
い
た
だ
き
ま
す
！
」

全
員
「
い
た
だ
き
ま
す
！
」

マ
リ
オ
「
う
ま
い
！
」

フ
ォ
ッ
ク
ス
「
う
ま
っ
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
貝
焼
け
た
ぞ
～
」

全
員
「
わ
～
」

オ
リ
マ
ー
「
こ
の
貝
美
味
し
い
で
す
！
」

ル
イ
ー
ジ
「
そ
れ
は
ホ
タ
テ
だ
ね
」

オ
リ
マ
ー
「
ホ
コ
タ
テ
運
送
み
な
い
な
名
前
で
す
ね
！
」

ル
イ
ー
ジ
「
…
…
…
…
…
…
…
」

Ｐ
Ｍ
３
：
０
０

リ
ン
ク
「
お
前
ら
い
く
ぞ
ー
」

全
員
「
サ
ー
イ
エ
ッ
サ
ー
」

海
～

リ
ン
ク
「
て
り
ゃ
ー
」

ゼ
ル
ダ
「
リ
ン
ク
頑
張
っ
て
ー
！
」

リ
ン
ク
「
わ
か
り
ま
し
た
姫
ー
」

マ
リ
オ
「
成
る
程
そ
う
い
う
こ
と
だ
つ
た
の
か
」

Ｐ
Ｍ
４
：
０
０

ポ
ポ
「
ワ
ー
」

ナ
ナ
「
ワ
ー
」

子
供
組
は
ス
ネ
ー
ク
が
作
っ
た
ブ
ラ
ン
コ
で
遊
ん
で
い
る
　

ピ
カ
チ
ュ
ウ
「
ピ
カ
ー
」
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リ
ン
ク
「
あ
い
つ
ら
さ
ぼ
り
や
が
っ
て
」

Ｐ
Ｍ
５
：
０
０

ス
ネ
ー
ク
「
そ
ろ
そ
ろ
家
に
帰
る
ぞ
！
」

ア
イ
ス
ク
ラ
イ
マ
ー
た
ま
に
ピ
カ
チ
ュ
ウ

「
ハ
ー
イ
」

Ｐ
Ｍ
６
：
０
０

リ
ン
ク
「
は
い
魚
」
ド
ス
ー
ン

ピ
ー
チ
「
木
の
実
」
ド
ス
ー
ン

ゼ
ル
ダ
「
キ
ノ
コ
」
ド
ス
ー
ン

今
日
の
食
材
！
！
！

魚マ
グ
ロ

秋
刀
魚

サ
ケ

ニ
ジ
マ
ス

た
こ

い
か

ゲ
ッ
ソ
ー
↑
？

プ
ク
プ
ク
↑
？

ア
ユ

イ
ナ
ダ

カ
ジ
キ

サ
メ

貝サ
ザ
エ

あ
わ
び

ホ
タ
テ

ウ
ニ

そ
の
他

カ
ニ
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キ
ノ
コ

木
の
実

り
ん
ご

バ
ナ
ナ

塩
終

調
理
す
る
人
「
は
～
」

ル
イ
ー
ジ
「
手
伝
う
よ
」

俺
も
俺
も
な
ど
の
声
も
上
が
り
調
理
は
意
外
と
早
く
終
わ
っ
た

Ｐ
Ｍ
８
：
０
０

ル
イ
ー
ジ
「
い
た
だ
き
ま
す
」

全
員
「
い
た
だ
き
ま
す
！
！
！
」

ヨ
ッ
シ
ー
、
カ
ー
ビ
ィ
「
ぬ
ぉ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」

サ
ム
ス
「
良
く
噛
ん
で
ね
」

二
人
「
は
ー
い
」

バ
ク
バ
ク
バ
ク
バ
ク

ル
イ
ー
ジ
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」

全
員
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」

ピ
ー
チ
「
お
風
呂
入
り
た
い
な
～
」

ス
ネ
ー
ク
「
風
呂
わ
い
た
ぞ
！
」

全
員
「
は
ー
？
」

ス
ネ
ー
ク
「
そ
こ
に
昼
間
作
っ
た
の
さ
！
キ
ラ
ー
ン
」

全
員
「
わ
ー
」

ま
ず
女

ピ
ー
チ
「
久
し
ぶ
り
の
お
風
呂
！
」

ゼ
ル
ダ
「
早
く
」

ド
バ
ー
ン

ワ
リ
オ
「
（
さ
て
と
覗
き
に
）
」

マ
リ
オ
、
リ
ン
ク
「
ワ
リ
オ
ど
こ
へ
い
く
ん
だ
い
」

ワ
リ
オ
「
…
…
…
…
…
」

ギ
ャ
ー
ー
ー
ー
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お
風
呂

サ
ム
ス
「
ワ
リ
オ
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
ね
」

ピ
ー
チ
「
ど
ー
せ
覗
こ
う
と
し
て
マ
リ
オ
と
リ
ン
ク
に
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
て
い

る
じ
ゃ
な
い
？
」

な
ん
と
い
う
洞
察
力
？

３
０
分
後

女
「
い
い
湯
だ
っ
た
」

な
ぜ
か
そ
こ
に
は
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
た
ワ
リ
オ
が
い
た

男
「
風
呂
だ
ー
」

ド
ボ
ー
ン

ポ
ポ
「
わ
ー
」

子
供
組
は
水
を
掛
け
合
っ
て
い
る

全
員
「
い
い
湯
だ
な
ー
♪
」

そ
し
て

全
員
「
ス
ネ
ー
ク
ナ
イ
ス
！
」

ス
ネ
ー
ク
「
い
や
い
や
」

更
に
３
０
分
後

男
「
い
い
湯
だ
っ
た
ー
」

ル
イ
ー
ジ
「
じ
ゃ
寝
る
か
」

全
員
「
お
ー
」

Ｐ
Ｍ
１
０
：
３
０

ル
イ
ー
ジ
「
お
休
み
ー
」

全
員
「
お
休
み
ー
」
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三
日
目
午
後
（
後
書
き
）

長
か
っ
た
で
す
か
ね
！

感
想
待
っ
て
ま
す
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四
日
目
午
前

四
日
目
朝
～

Ｐ
Ｍ
１
０
：
０
０

ル
イ
ー
ジ
「
み
ん
な
お
き
ろ
～
」

全
員
「
は
ー
い
」

Ｐ
Ｍ
１
０
：
３
０

リ
ン
ク
「
魚
捕
ま
え
行
く
ぞ
ー
ー
」

全
員
「
お
ー
ー
」

海マ
リ
オ
「
何
か
落
ち
て
る
」

落
ち
て
る
物
＝
マ
ス
ハ
ン
か
ら
の
手
紙

マ
リ
オ
「
く
そ
軍
手
か
ら
の
手
紙
か
」

手
紙
『
や
ぁ
み
ん
な
！
明
日
こ
の
ビ
ー
チ
に
迎
え
に
来
ま
す
Ｐ
Ｍ
１
２
：
０
０

に
こ
こ
に
来
て
！
』

マ
リ
オ
「
み
ん
な
に
も
言
う
か
」

ワ
リ
オ
「
昨
日
は
痛
か
っ
た
…
…
…
」

川し
ら
「
お
ー
釣
れ
る
釣
れ
る
」

ち
な
み
に
今
ま
で
ス
マ
ブ
ラ
メ
ン
バ
ー
は
釣
れ
た
魚
を
全
部
食
べ
て
い
る
の
で

か
な
り
魚
は
減
っ
て
き
て
る
は
ず
で
あ
る
！

実
は

マ
ス
ハ
ン
「
今
日
は
こ
ん
な
魚
を
は
な
せ
ば
い
い
か
」
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マ
ス
ハ
ン
が
自
分
の
＄
を
使
っ
て
魚
を
は
な
し
て
い
た
の
だ
！
も
ち
ろ
ん
ス
マ

ブ
ラ
メ
ン
バ
ー
は
知
ら
な
い

Ｐ
Ｍ
１
２
：
０
０

調
理
す
る
人
「
今
日
は
ど
う
な
る
こ
と
か
…
…
…
」

リ
ン
ク
「
た
だ
い
ま
～
」

調
理
す
る
人
「
来
た
悪
魔
だ
！
」

リ
ン
ク
（
悪
魔
）
「
ほ
ら
魚
持
っ
て
き
た
ぞ
ー
」

調
理
す
る
人
「
恐
ろ
し
い
～
」

Ｐ
Ｍ
１
：
０
０

ル
イ
ー
ジ
 

「
手
伝
う
は
…
…
…
」

サ
ム
ス
「
お
前
ら
は
…
…
…
」

ス
ネ
ー
ク
「
ち
ょ
っ
と
風
呂
の
し
た
く
を
…
…
…
」

他
の
人
「
（
逃
げ
る
の
は
う
ま
い
な
ク
ソ
ヘ
ビ
）
」

ス
ネ
ー
ク
（
ク
ソ
ヘ
ビ
）
「
（
す
ま
ん
み
ん
な
後
は
任
せ
た
！
）
」

サ
ム
ス
「
も
う
一
度
聞
く
お
前
ら
は
？
」

他
の
人
「
は
い
や
り
ま
す
！
」

Ｐ
Ｍ
２
：
０
０
～

サ
ム
ス
「
出
来
た
～
」

て
つ
だ
わ
さ
れ
た
人
「
ひ
～
」

ス
ネ
ー
ク
「
戻
っ
て
来
た
ぞ
～
」

ル
イ
ー
ジ
「
い
た
だ
き
ま
す
」

全
員
「
い
た
だ
き
ま
す
！
」

サ
ム
ス
「
何
で
そ
ん
な
に
家
事
が
う
ま
い
の
？
」

ル
イ
ー
ジ
「
い
つ
も
兄
さ
ん
に
や
ら
さ
れ
て
る
か
ら
！
」

サ
ム
ス
「
ふ
ー
ん
」
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四
日
目
午
前
（
後
書
き
）

感
想
な
ど
待
っ
て
ま
す
！
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四
日
目
午
後
（
前
書
き
）

マ
ス
ハ
ン
フ
ル
ボ
ッ
コ
計
画
開
始
！
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四
日
目
午
後

Ｐ
Ｍ
３
：
０
０

マ
リ
オ
「
と
い
う
わ
け
で
？
軍
手
を
フ
ル
ボ
ッ
コ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

１
ま
ず
軍
手
が
来
る

２
ヤ
シ
の
実
ミ
サ
イ
ル
発
射

３
軍
手
は
、
ミ
サ
イ
ル
が
あ
た
っ
た
ら
下
に
あ
る
落
と
し
穴
に
は
ま
る

４
軍
手
を
埋
め
る

５
軍
手
の
乗
っ
て
き
た
の
を
奪
い
取
り
そ
の
ま
ま
帰
る
！

マ
リ
オ
「
Ｏ
Ｋ
？
」

全
員
「
Ｏ
Ｋ
！
」

マ
リ
オ
「
作
戦
結
構
！
」

全
員
「
サ
ー
イ
エ
ッ
サ
ー
」

ヤ
シ
の
実
ミ
サ
イ
ル
製
造
チ
ー
ム

ス
ネ
ー
ク
「
ま
ず
爆
薬
を
作
る
か
ら
、
火
薬
草
、
爆
裂
の
実
、
を
と
っ
て
き
て

く
れ
！
」

ミ
サ
イ
ル
製
造
チ
ー
ム
「
は
～
い
」

落
と
し
穴
製
作
チ
～
ム

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
落
と
し
穴
は
穴
を
掘
り
こ
こ
を
こ
の
よ
う
に
し
て
上
に
木
で

屋
根
を
作
り
そ
の
上
に
葉
っ
ぱ
を
乗
せ
最
後
に
砂
だ
わ
か
っ
た
か
？
」

落
と
し
穴
製
作
チ
ー
ム
「
わ
か
っ
た
よ
！
」

埋
め
る
係

ワ
リ
オ
「
軍
手
が
上
が
る
前
に
す
ぐ
埋
め
る
わ
か
っ
た
か
」

埋
め
る
係
「
わ
か
っ
た
よ
」

次
回
罠
製
作
開
始
！



169

四
日
目
午
後
（
後
書
き
）

感
想
な
ど
待
っ
て
ま
す
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四
日
目
午
後
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
（
前
書
き
）

ヤ
シ
の
実
ミ
サ
イ
ル
発
射
？
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四
日
目
午
後
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

Ｐ
Ｍ
５
：
０
０

ヤ
シ
の
実
ミ
サ
イ
ル
組

ポ
ケ
ト
レ
「
あ
の
ー
ス
ネ
ー
ク
さ
ん
？
」

ス
ネ
ー
ク
「
な
ん
だ
？
」

ポ
ケ
ト
レ
「
ス
ネ
ー
ク
サ
さ
ん
の
『
マ
イ
ン
』
使
え
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
か
？
」

ス
ネ
ー
ク
「
ち
ょ
う
ど
今
そ
れ
考
え
て
た
よ
（
棒
読
み
）
」

ポ
ケ
ト
レ
「
あ
は
は
は
は
は
ー
」

ス
ネ
ー
ク
「
じ
ゃ
あ
そ
う
し
よ
う
か
！
」

落
と
し
穴
製
作
部
隊

ド
ン
キ
ー
「
ど
れ
く
ら
い
掘
れ
ば
い
い
ん
だ
」

マ
リ
オ
「
う
～
ん
１
０
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
」

ド
ン
キ
ー
「
結
構
掘
る
な
！
」

マ
リ
オ
「
も
ち
ろ
ん
さ
！
」

Ｐ
Ｍ
６
：
０
０
試
し
（
ヤ
シ
の
実
ミ
サ
イ
ル
の
み
）

全
員
「
軍
手
や
ー
く
じ
ゃ
ん
け
ん
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
」

パ
ー
い
っ
ぱ
い

グ
ー
　
一
人

グ
ー
の
人
は
ゼ
ル
ダ

ゼ
ル
ダ
「
私
ー
ー
ー
！
」

リ
ン
ク
「
姫
私
が
や
り
ま
す
」

ゼ
ル
ダ
「
リ
ン
ク
！
」

マ
リ
オ
「
３
…
２
…
１
ス
タ
ー
ト
！
」

ス
ネ
ー
ク
「
爆
発
（
こ
の
時
の
み
Ｃ
４
爆
弾
を
使
っ
て
い
る
）
」

リ
ン
ク
「
ほ
ぎ
ゃ
ー
ー
」
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全
員
「
す
ご
い
威
力
だ
…
…
…
」

リ
ン
ク
「
も
う
だ
め
」

バ
タ
ン

全
員
「
気
を
失
っ
た
」

Ｐ
Ｍ
７
：
０
０

ル
イ
ー
ジ
「
い
た
だ
き
ま
ー
す
」

全
員
「
い
た
だ
き
ま
ー
す
」

今
回
の
み
昼
の
を
残
し
て
お
い
た

ピ
ー
チ
「
こ
の
魚
持
っ
て
い
こ
」

全
員
「
い
い
ね
ー
」

Ｐ
Ｍ
８
：
０
０

男
風
呂

ス
ネ
ー
ク
「
今
日
は
疲
れ
た
」

ポ
ポ
「
わ
ー
ば
し
ゃ
ば
し
ゃ
」

ピ
カ
チ
ュ
ウ
「
ピ
カ
ー
」

フ
ァ
ル
コ
ン
「
ピ
カ
チ
ュ
ウ
や
め
ろ
！
」

ピ
カ
チ
ュ
ウ
「
ピ
カ
ー
チ
ュ
ウ
」

湯
船
に
浸
か
っ
て
い
た
人
達
「
ぎ
ゃ
ー
ー
」

ル
イ
ー
ジ
「
ひ
で
ぇ
」

竜
斗
「
…
…
…
」

ゼ
ル
ダ
「
ま
た
悲
鳴
が
」

ピ
ー
チ
「
ピ
カ
チ
ュ
ウ
が
お
湯
に
電
撃
で
も
放
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
」
↑
な
ぜ
わ

か
る
の
？

Ｐ
Ｍ
９
：
０
０

女
風
呂
は
特
に
何
も
な
か
っ
た
ち
ょ
っ
と
ビ
リ
ビ
リ
す
る
だ
け
で
…
…
…
…

Ｐ
Ｍ
１
０
：
３
０

ル
イ
ー
ジ
「
明
日
は
早
く
起
こ
す
よ
！
お
休
み
」

全
員
「
お
休
み
」



173

四
日
目
午
後
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
（
後
書
き
）

感
想
な
ど
待
っ
て
ま
す
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さ
よ
う
な
ら
無
人
島

Ｐ
Ｍ
１
０
：
０
０

ル
イ
ー
ジ
「
起
き
ろ
お
前
ら
ー
」

マ
リ
オ
「
い
よ
い
よ
軍
手
が
…
…
…
」

リ
ン
ク
「
あ
の
威
力
な
ら
大
丈
夫
さ
！
」

ピ
ー
チ
「
軍
手
め
…
…
…
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
全
員
配
置
に
つ
け
ー
」

全
員
「
サ
ー
イ
エ
ッ
サ
ー
」

ル
イ
ー
ジ
「
ど
う
な
る
か
な
」

Ｐ
Ｍ
１
２
：
０
０
～

マ
ス
ハ
ン
「
ふ
～
う
み
ん
な
迎
え
に
来
た
ぞ
ー
」

無
幻
∞
「
う
て
ー
」

ビ
ュ
ー
ー
ー
ー
ー
ン

マ
ス
ハ
ン
「
何
だ
」

ド
カ
ー
ン

マ
ス
ハ
ン
「
ぎ
ゃ
ー
ー
ー
」

下
に
は
落
と
し
穴

マ
ス
ハ
ン
「
何
々
」

ボ
ス
ッ

ワ
リ
オ
「
埋
め
ろ
ー
」

全
員
「
わ
ー
ー
ー
」

ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
ｋ
ｉ
「
行
く
ぞ
、
」

全
員
「
お
ー
ー
」

マ
ス
ハ
ン
「
ま
て
ー
」

ぶ
ぅ
ー
ー
ー
ー

船
出
港
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マ
ス
ハ
ン
「
…
…
…
…
ワ
ー
プ
」

船マ
リ
オ
「
作
戦
成
功
！
」

全
員
「
イ
エ
ー
イ
」

マ
ス
ハ
ン
「
作
戦
っ
て
」

ゴ
キ
ッ
ゴ
キ
ッ
マ
ス
ハ
ン
は
指
な
ら
し
を
し
て
い
る

全
員
「
…
…
…
…
…
…
…
」

マ
リ
オ
「
逃
げ
ろ
ー
！
」

全
員
「
わ
ー
」

船
の
上
は
大
騒
ぎ
そ
し
て

マ
ス
ハ
ン
「
全
員
確
保
ー
！
」

全
員
長
い
長
い
お
説
教
を
く
ら
い
ま
し
た
！

ク
レ
ハ
ン
「
暇
だ
な
～
」
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さ
よ
う
な
ら
無
人
島
（
後
書
き
）

一
方

？
？
？
数
人
「
こ
こ
が
ス
マ
ブ
ラ
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ー
！
」

感
想
、
誤
字
脱
字
指
摘
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

スマブラメンバーの新しい家？
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